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▼
二
月
の
予
定

2725217
11　日　 ll　目

議
会
総
務
民
生
委
員
会

松
之
山
ス
キ
ー
大
会

ス
キ
ー
バ
ッ
ヂ
テ
ス
ト

水
田
農
業
確
塑
対
策
会
議

安
高
松
之
山
分
校
卒
業
式

　
早
い
も
の
で
…
カ
月
が
あ
っ
と

い
う
問
に
過
ぎ
て
し
ま
い
ま
し
た
。

．
｝
の
一
カ
月
大
し
た
大
栄
，
に
な
ら

ず
、
例
年
に
比
べ
て
ず
い
ぶ
ん
過

し
易
か
っ
た
と
思
い
ま
す
。

　
豪
由
，
塾
・
小
正
月
行
喉
・
県
中

学
ス
キ
ー
大
会
と
色
々
な
雰
が
あ

り
ま
し
た
。
ど
の
行
事
も
大
勢
の

参
加
が
あ
り
大
成
功
で
し
た
。
た

だ
、
湯
本
の
婿
投
げ
は
中
、
が
少
な

く
、
投
げ
ら
れ
た
婿
さ
ん
に
と
っ

て
は
少
し
気
の
毒
で
し
た
。

　
小
正
月
の
“
さ
い
の
神
”
は
、

ほ
と
ん
ど
の
部
落
で
や
っ
て
い
る

よ
う
で
す
が
、
私
の
部
落
（
小
谷
）

で
も
数
年
前
か
ら
復
活
し
て
盛
大

に
や
っ
て
い
ま
す
。
戸
数
や
人
口

が
減
少
し
て
行
く
中
で
、
部
落
中

の
ほ
と
ん
ど
が
参
加
し
て
く
れ
る

こ
の
よ
う
な
行
事
を
、
こ
れ
か
ら

も
大
切
に
し
て
行
き
た
い
も
の
で

す
。　

．
一
月
は
一
時
大
帯
，
の
お
そ
れ
も

あ
る
と
か
。
予
報
が
外
れ
て
少
雪

と
な
る
質
を
願
い
た
い
と
思
い
ま

す
。

コ
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□
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／
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会
事
務
局
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（）内は2月1日との比較
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まつのやま（2）
（3）まつのやま

4月から納税などが
毎月の納税に

寒納期一覧表“

に変わります

　
今
度
”
口
座
振
替
”

す
と
、
そ
の
月
に
合
計
い
く
ら
引

き
落
し
に
な
る
の
か
す
ぐ
分
り
ま

せ
ん
。

　
そ
こ
で
、
次
の
よ
う
な
表
を
各

家
庭
に
お
届
け
し
ま
す
の
で
、
そ

の
月
の
項
目
ご
と
に
金
額
を
書
き

入
れ
て
い
た
だ
き
、
合
計
し
て
も

・
ら
う
と
、
い
く
ら
に
な
る
か
分
か

る
よ
う
に
な
っ
て
い
ま
す
の
で
、

是
非
ご
利
用
い
た
だ
き
た
い
と
思

い
ま
す
。

　
引
き
落
し
の
日
（
二
十
五
日
）

が
間
近
に
な
っ
た
ら
預
金
残
高
の

確
認
を
お
願
い
し
ま
す
。

　
尚
、
現
在
”
口
座
振
替
”
で
な

く
直
接
支
払
い
を
希
望
さ
れ
て
お

ら
れ
る
方
が
お
り
ま
す
が
、
事
務

将
来
的
に
は
”
口
座
振
替
”
へ
の

切
替
を
、
お
考
え
い
た
だ
き
た
い

と
思
い
ま
す
。

処
理
の
統
一
化
等
の
目
的
も
あ
り
、

にをご利用ください
努
ま

　
今
ま
で
町
民
税
・
固
定
資
産
税
な
ど
の
納
税
・
国
民

健
康
保
険
や
年
金
な
ど
保
険
料
・
医
療
費
な
ど
毎
月
一

回
、
部
落
長
を
通
し
て
納
め
て
い
た
だ
い
て
い
ま
し
た

が
、
四
月
分
か
ら
一
部
を
除
い
て
口
座
支
払
い
に
変
わ

り
ま
す
。
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

ど
う
し
て
”
口
座
振
替
”
力
必
要
か
！

　
皆
さ
ん
の
中
に
は
、
「
ど
う
し
て

．
口
座
振
替
”
に
し
な
く
て
は
い

け
な
い
ん
だ
ろ
う
か
？
」
　
「
今
ま

で
み
た
い
に
区
長
さ
ん
に
集
め
て

も
ら
う
方
が
一
番
い
い
の
に
！
」

と
い
う
よ
う
な
疑
問
や
、
意
見
を

お
持
ち
の
方
も
沢
山
お
ら
れ
る
と

思
い
ま
す
。
　
．
口
座
振
替
”
が
良

い
点
を
少
し
考
え
て
み
る
と
、
ま

ず
、

．
▽
嘱
託
員
（
部
落
総
代
）
が
直
接

　
多
額
の
現
金
を
取
り
扱
う
必
要

　
が
な
く
な
る
た
め
、
気
苦
労
か

　
ら
解
放
さ
れ
る
と
と
も
に
、
紛

　
失
・
盗
難
等
の
面
で
安
全
で
あ

　
る
。

▽
嘱
託
員
さ
ん
の
仕
事
と
負
担
が

　
軽
減
さ
れ
る
．

お忘れなく　引落し日　毎月25日です
　　2～3日前には、預金残高をお確かめください町税等納期一覧表

▽
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
の
保
護
（
い
わ

　
ゆ
る
個
人
の
秘
密
を
守
る
）
、

　
例
え
ば
、
納
税
金
額
（
所
得
・

　
固
定
資
産
等
）
・
医
療
費
な
ど

　
人
に
あ
ま
り
知
ら
れ
た
く
な
い

　
も
の
．

　
な
ど
、
ほ
ん
の
一
例
で
す
が
考

え
ら
れ
ま
す
。
ま
た
、
松
之
山
の

よ
う
な
収
納
形
態
を
し
て
い
る
町

村
は
松
代
な
ど
、
県
下
で
も
何
カ

所
も
な
く
、
県
か
ら
も
改
善
指
導

を
受
け
て
い
る
よ
う
な
状
態
で
も

あ
り
ま
す
．

　
”
口
座
振
替
”
に
慣
れ
る
ま
で

に
は
時
間
が
か
か
る
と
思
わ
れ
ま

す
が
、
、
、
一
理
解
い
た
だ
き
版
ご
協
力

を
お
願
い
し
ま
す
。

口
座
振
替
に
な
る
と
ど
う
な
る
の
？

　
四
月
か
ら
実
施
さ
れ
る
口
座
振

替
制
度
は
、
皆
さ
ん
か
ら
希
望
し

て
い
た
だ
い
た
預
金
口
座
（
農
協
・

第
四
銀
行
・
郵
便
局
等
）
か
ら
毎

月
二
十
五
日
（
日
曜
・
祝
日
の
場

合
は
、
前
営
業
日
）
に
引
き
落
し

を
さ
せ
て
頂
き
、
預
金
残
高
不
足

等
で
引
き
落
し
で
き
な
い
場
合
は
、

金
融
機
関
か
ら
一
度
納
税
者
に
、

口
座
入
金
依
頼
の
電
話
を
入
れ
て

い
た
だ
き
、
毎
月
末
日
に
も
う
一

度
引
き
落
し
を
さ
せ
て
い
た
だ
き

ま
す
．

　
こ
の
時
、
引
き
落
し
で
き
な
い

場
合
は
、
そ
の
後
役
場
か
ら
納
税

者
に
直
接
、
納
入
通
知
書
を
送
付

し
ま
す
の
で
、
納
入
通
知
書
と
現

金
を
最
寄
り
の
金
融
機
関
等
に
呈

示
し
て
納
入
し
て
い
た
だ
く
事
に

毎
月

な
り
ま
す
。

　
預
貯
金
通
帳
の
記
帳
に
よ
り
、

領
収
書
は
省
略
さ
せ
て
い
た
だ
き

ま
す
が
、
ど
う
し
て
も
領
収
書
が

必
要
な
場
合
、
ご
連
絡
い
た
だ
け

れ
ば
毎
月
か
、
そ
の
年
度
分
を
ま

と
め
て
三
月
に
領
収
書
を
送
付
い

た
し
ま
す
．

※
国
民
年
金
保
険
料
領
収
書
は
毎

月
交
付
し
ま
せ
ん
。
そ
の
か
わ
り
、

六
十
三
年
四
月
分
か
ら
六
十
四
年

三
月
分
ま
で
の
納
入
証
明
書
を
、

六
十
四
年
五
月
頃
交
付
し
ま
す
。

　
尚
、
直
接
払
い
の
方
に
は
、
毎

月
直
接
、
納
入
通
知
書
を
送
付
し

ま
す
の
で
、
納
入
通
知
書
と
現
金

を
最
寄
り
の
金
融
機
関
等
に
呈
示

し
て
納
付
し
て
い
た
だ
く
こ
と
に

な
り
ま
す
．

回
目
の
引
き
落
し
日
は

二
＋
五
日
で
す

預
金
残
高
の
確
認
を
〃

μ1胚兄寺納期　　冤衣

　　　　　　　月別

税』1別

4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12フ」 1月 2月 3月 計 納税　（納人）　通知等

町　県　　民　　税
第1期 第2期 第3期 第4期 6月に　納税通知

固　定　資　産　税
第1期 第2期 第3期 第4期 5月に　　　〃

軽　自　動　車　税 5月に　　　〃

人　　　湯　　　税
毎月　　　　〃

国民健康保険税
4月納税通知（暫定賦，深）耐卜6月
7月　　〃　　7”一川1
12月　　〃　　12月～3月

国民｛卜金保険料
個々の通知はしません

水　道　使　川　料 毎月　納入通知

保　　　育　　　料

4月保育料通知　4月～5月

6月　　〃　　　6フト3月

農業共済掛金
（水灘拶腹讃0

納人月に納人通知

国保一部負担金
毎月　納人通知

社保　　部負担金
毎月　　　〃

溢　泉　使　川　料
4月に　　〃

柱　宅　使　川　料
4月に　　〃

計

お願い》ご自分のill二帯の金額を人れて、，ll・をli、して「∫1けば、その月はいくらになるかわかサますので、ご利川項きたいと思います。

　　　　1巴錠初の納税（納人）通知i5：：で、各期及ぴ毎月の金額がわかるものは、毎llの納税（納人）通知ill：は送付しませんので、ごr承1ぐさ

　　　　毎月、納税（納人）通知，ll：を送らなければわからない税ll等については、毎月2011頃、通知i屠1；を送付します。

四
月
四
日
か
ら

ゴ
ミ
の
収
集
日
が

変
わ
り
ま
す

▽
変
更
日

◎
現
在
、
月
曜
日
の
と
こ
ろ
は
、

　
火
曜
日
に
な
り
ま
す
。
一

◎
木
曜
日
の
と
こ
ろ
は
、
，
金
曜
日

　
に
な
り
ま
す
。

◎
月
曜
日
と
木
曜
肝
の
と
こ
ろ
は
、

　
火
曜
日
と
金
曜
日
に
な
り
ま
す
。

　
各
世
帯
ご
と
に
「
昭
和
六
十
三

年
度
ご
み
収
集
計
画
表
」
を
三
月

中
に
配
布
し
ま
す
の
で
、
計
画
表

を
見
て
、
運
休
等
の
と
き
、
は
絶
対

ご
み
を
出
さ
な
い
よ
う
に
。

　
老
人
ク
ラ
ブ
の
み
な
さ
ん
や
、

大
勢
の
町
民
の
み
な
さ
ん
が
「
美

し
い
町
づ
く
り
」
に
取
組
ん
で
い

ま
す
。
町
と
し
て
イ
メ
ー
ジ
・
ダ

ウ
ン
と
な
ら
な
い
よ
う
、
ご
協
力

を
お
願
い
し
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
’

　
　
　
’
　
　
響

よ
、
轟
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い
た
だ
い
た
預
金
口
座
（
農
協
・

第
四
銀
行
・
郵
便
局
等
）
か
ら
毎

月
二
十
五
日
（
日
曜
・
祝
日
の
場

合
は
、
前
営
業
日
）
に
引
き
落
し

を
さ
せ
て
頂
き
、
預
金
残
高
不
足

等
で
引
き
落
し
で
き
な
い
場
合
は
、

金
融
機
関
か
ら
一
度
納
税
者
に
、

口
座
入
金
依
頼
の
電
話
を
入
れ
て

い
た
だ
き
、
毎
月
末
日
に
も
う
一

度
引
き
落
し
を
さ
せ
て
い
た
だ
き

ま
す
．

　
こ
の
時
、
引
き
落
し
で
き
な
い

場
合
は
、
そ
の
後
役
場
か
ら
納
税

者
に
直
接
、
納
入
通
知
書
を
送
付

し
ま
す
の
で
、
納
入
通
知
書
と
現

金
を
最
寄
り
の
金
融
機
関
等
に
呈

示
し
て
納
入
し
て
い
た
だ
く
事
に

毎
月

な
り
ま
す
。

　
預
貯
金
通
帳
の
記
帳
に
よ
り
、

領
収
書
は
省
略
さ
せ
て
い
た
だ
き

ま
す
が
、
ど
う
し
て
も
領
収
書
が

必
要
な
場
合
、
ご
連
絡
い
た
だ
け

れ
ば
毎
月
か
、
そ
の
年
度
分
を
ま

と
め
て
三
月
に
領
収
書
を
送
付
い

た
し
ま
す
．

※
国
民
年
金
保
険
料
領
収
書
は
毎

月
交
付
し
ま
せ
ん
。
そ
の
か
わ
り
、

六
十
三
年
四
月
分
か
ら
六
十
四
年

三
月
分
ま
で
の
納
入
証
明
書
を
、

六
十
四
年
五
月
頃
交
付
し
ま
す
。

　
尚
、
直
接
払
い
の
方
に
は
、
毎

月
直
接
、
納
入
通
知
書
を
送
付
し

ま
す
の
で
、
納
入
通
知
書
と
現
金

を
最
寄
り
の
金
融
機
関
等
に
呈
示

し
て
納
付
し
て
い
た
だ
く
こ
と
に

な
り
ま
す
．

回
目
の
引
き
落
し
日
は

二
＋
五
日
で
す

預
金
残
高
の
確
認
を
〃

μ1胚兄寺納期　　冤衣

　　　　　　　月別

税』1別

4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12フ」 1月 2月 3月 計 納税　（納人）　通知等

町　県　　民　　税
第1期 第2期 第3期 第4期 6月に　納税通知

固　定　資　産　税
第1期 第2期 第3期 第4期 5月に　　　〃

軽　自　動　車　税 5月に　　　〃

人　　　湯　　　税
毎月　　　　〃

国民健康保険税
4月納税通知（暫定賦，深）耐卜6月
7月　　〃　　7”一川1
12月　　〃　　12月～3月

国民｛卜金保険料
個々の通知はしません

水　道　使　川　料 毎月　納入通知

保　　　育　　　料

4月保育料通知　4月～5月

6月　　〃　　　6フト3月

農業共済掛金
（水灘拶腹讃0

納人月に納人通知

国保一部負担金
毎月　納人通知

社保　　部負担金
毎月　　　〃

溢　泉　使　川　料
4月に　　〃

柱　宅　使　川　料
4月に　　〃

計

お願い》ご自分のill二帯の金額を人れて、，ll・をli、して「∫1けば、その月はいくらになるかわかサますので、ご利川項きたいと思います。

　　　　1巴錠初の納税（納人）通知i5：：で、各期及ぴ毎月の金額がわかるものは、毎llの納税（納人）通知ill：は送付しませんので、ごr承1ぐさ

　　　　毎月、納税（納人）通知，ll：を送らなければわからない税ll等については、毎月2011頃、通知i屠1；を送付します。

四
月
四
日
か
ら

ゴ
ミ
の
収
集
日
が

変
わ
り
ま
す

▽
変
更
日

◎
現
在
、
月
曜
日
の
と
こ
ろ
は
、

　
火
曜
日
に
な
り
ま
す
。
一

◎
木
曜
日
の
と
こ
ろ
は
、
，
金
曜
日

　
に
な
り
ま
す
。

◎
月
曜
日
と
木
曜
肝
の
と
こ
ろ
は
、

　
火
曜
日
と
金
曜
日
に
な
り
ま
す
。

　
各
世
帯
ご
と
に
「
昭
和
六
十
三

年
度
ご
み
収
集
計
画
表
」
を
三
月

中
に
配
布
し
ま
す
の
で
、
計
画
表

を
見
て
、
運
休
等
の
と
き
、
は
絶
対

ご
み
を
出
さ
な
い
よ
う
に
。

　
老
人
ク
ラ
ブ
の
み
な
さ
ん
や
、

大
勢
の
町
民
の
み
な
さ
ん
が
「
美

し
い
町
づ
く
り
」
に
取
組
ん
で
い

ま
す
。
町
と
し
て
イ
メ
ー
ジ
・
ダ

ウ
ン
と
な
ら
な
い
よ
う
、
ご
協
力

を
お
願
い
し
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
’

　
　
　
’
　
　
響

よ
、
轟
㌢
㍉
も

　
　
　
　
　
　
●
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
6
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3月27日（日）

松之山温泉スキーカーニパル

今
年
は
キ
ン
グ
コ
ン
グ
と

　
　
　
　
　
遊
ん
で
み
よ
う
！

　
毎
い
　
大
勢
の
ス
キ
ー
ヤ
i
・

観
光
客
で
に
ぎ
わ
う
”
松
之
山
温

泉
ス
キ
：
カ
ー
二
、
バ
ル
”
が
、
今

年
も
三
月
二
十
し
H
の
日
曜
H
に

行
わ
れ
ま
す
．

　
酒
］
升
早
飲
み
リ
レ
ー
や
、
雪

中
つ
な
ぴ
き
大
会
な
ど
、
回
を
重
、

ね
る
た
、
び
に
お
も
し
ろ
い
企
画
が

生
ま
れ
好
評
を
得
て
い
ま
す
が
、

今
年
は
“
チ
ビ
ッ
コ
コ
ー
ナ
ー
”

き養

と
し
て
「
キ
ン
グ
コ
ン
グ
」
が
登

場
し
、
チ
供
た
ち
と
遊
ぶ
事
に
な

っ
て
い
ま
す
。
ソ
リ
や
チ
ュ
ー
ブ

乗
り
も
出
来
ま
す
の
で
、
子
供
た

ち
も
た
く
さ
ん
来
て
く
だ
さ
い
。

　
そ
の
ほ
か
、
カ
ザ
マ
カ
ッ
プ
大

回
転
競
技
大
会
・
酒
一
升
早
飲
み

リ
レ
ー
・
雪
中
つ
な
ひ
き
大
会
・

雪
中
宝
さ
が
し
な
ど
な
ど
、
盛
り

た
く
さ
ん
の
内
容
と
な
っ
て
い
ま

所
得
税
の
申
告
と
納
税
は

ま
で

確定申告で大忙がしの税務係
　　　　　　（役場議場にて）

簗
亀
、
，

蝶難謎鷲さ会“

れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　
な
お
、
一
度
に
納
め
ら
れ
な
い

と
き
は
、
確
定
巾
告
で
納
め
る
こ

と
に
な
る
税
額
の
二
分
の
一
以
L

を
三
月
十
．
五
H
ま
で
に
納
め
る
と

と
も
に
、
そ
の
残
り
の
税
額
を
確

定
巾
告
に
記
載
し
て
中
告
す
れ
ば
、

残
り
の
税
額
は
．
五
月
三
十
一
日
ま

で
延
納
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
．

た
だ
し
、
延
納
期
問
中
は
利
子
税

が
か
か
り
ま
す
。

　
所
得
税
の
納
税
の
方
法
に
は
振

替
納
税
制
度
が
あ
り
ま
す
。
是
非
、

「
、
』
利
用
い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま

す
。正しい申告をお願いします。

頷

團一1一眉

》

κ
　
（
甑

す
．
ま
た
、

で
も
ら
う
．
味
の
名
店
街
”

ビ
ッ
ト
ス
ー
フ
と
甘
酒
は
無
料
サ

ー
ビ
ス
な
ど

一
日
十
分
遊
ん
で
い
た
だ
け
ま
す
。

是
非
、
連
れ
だ
っ
て
来
て
み
て
く

だ
さ
い
．

　
当
H
の
主
、
な
内
容
と
申
し
込
み

▽
第
五
回
カ
ザ
マ
カ
ッ
プ
競
技
大

会
（
大
回
転
）

　
参
加
希
望
者
は
、
三
月
二
十
H

ま
で
に
ス
キ
i
協
会
事
務
局
へ
。

（
電
話
〇
二
．
五
．
κ
几
－
六
－
二
一

〇
〇
番
へ
）
※
参
加
料
、
大
人
・

高
校
生
一
、
O
O
O
円
、
小
・
中

学
生
五
〇
〇
円
。
先
着
一
、
一
五
〇
名

ま
で
。

▽
酒
一
升
早
飲
み
リ
レ
ー

　
八
人
一
組
で
男
女
は
問
い
ま
せ

ん
。
巾
し
込
み
は
、
三
月
二
十
二

日
ま
で
に
（
六
－
三
一
三
一
番
・

役
揚
匿
恢
肺
ハ
課
へ
）

※
先
肴
卜
組
ま
で
受
付
ま
す
。

▽
雪
中
つ
な
ひ
き
大
会

　
男
ヂ
は
五
名
で
一
チ
ー
ム
。
女

酔地
．
兀
の
味
を
楽
し
ん

　
　
　
　
　
。
一
フ

0

、
、
ご
家
族
連
れ
で
も

子供から大人まで楽しめま～す

身

憾
㌧￥覧

ぐ祐い＆

　
昭
和
六
十
二
年
分
の
所
得
税
の

申
告
と
納
税
は
も
う
お
済
み
で
し

ょ
う
か
。
申
告
と
納
税
の
期
限
は

三
月
十
五
日
（
火
）
で
す
。
必
ず

期
限
内
に
済
ま
せ
て
く
だ
さ
い
。

　
所
得
税
は
、
自
分
の
所
得
の
状

況
を
最
も
よ
く
知
っ
て
い
る
皆
さ

ん
が
、
自
ら
税
法
に
従
っ
て
自
分

の
所
得
と
税
額
を
正
し
く
計
算
し

8ス0
‘

研鵠蓋

て
巾
告
し
、
納
税
す
る
と
い
う
巾

告
納
税
制
度
を
採
用
し
て
い
ま
す
。

　
確
定
申
告
を
し
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
方
が
期
限
ま
で
に
申
告
を
し

な
か
っ
た
り
、
誤
っ
た
巾
告
を
し

ま
す
と
、
後
で
不
足
の
税
金
を
納

め
る
だ
け
で
な
く
、
無
巾
告
加
算

税
ま
た
は
過
少
申
告
加
算
税
が
課

さ
れ
、
更
に
延
滞
税
も
納
め
な
け

升
’

乱

子
は
八
名
で
一
チ
ー
ム
。
申
し
込

み
は
前
項
と
同
じ
方
法
で
。

※
先
着
二
十
組
ま
で
受
付
ま
す
。

　
そ
の
他
の
も
の
は
参
加
が
自
由

で
す
の
で
、
大
勢
の
参
加
を
お
待

ち
し
て
い
ま
す
．

　
春
の
一
日
を
松
之
山
温
泉
ス
キ

i
場
で
楽
し
ん
で
く
だ
さ
い
、

　
カ
ー
二
、
、
ハ
ル
当
日
貸
”
ス
キ
ー
”

半
額
で
す
．

へ」

一
一
　
ノ

o

国
民
年
金
保
険
料
が

　
　
　
四
月
か
ら
七
、

　
国
民
年
金
の
保
険
料
が
、
今
年

四
月
か
ら
月
額
し
、
し
O
O
円
に

な
り
ま
す
．

　
付
加
保
険
料
（
高
額
年
金
を
受

け
る
た
め
の
保
険
料
）
は
、
月
額

四
〇
〇
円
で
変
わ
り
ま
せ
ん
。

　
国
民
年
金
は
、
加
人
者
の
方
が

老
齢
と
な
っ
た
と
き
、
年
金
を
支

給
し
生
活
の
安
定
を
は
か
る
こ
と

が
第
一
の
H
的
で
す
。
そ
の
た
め

年
金
水
準
は
一
定
に
保
つ
必
要
が

あ
り
ま
す
．

　
近
年
、
年
金
受
給
者
が
増
加
し
、

ま
た
、
年
金
額
の
物
価
ス
ラ
イ
ド

に
よ
り
年
金
の
支
払
い
額
は
増
え
、

こ
の
先
も
増
え
続
け
る
こ
と
が
予

七
〇
〇
円
に
！

想
さ
れ
ま
す
。

　
年
金
の
支
払
い
財
源
は
、
み
な

さ
ん
の
納
め
る
保
険
料
と
国
の
負

担
な
ど
に
よ
り
賄
わ
れ
て
い
ま
す
。

　
国
民
年
金
制
度
を
健
全
に
運
営

し
て
い
く
た
め
の
保
険
料
の
改
定

で
あ
り
ま
す
の
で
、
加
入
者
の
皆

さ
ん
ご
理
解
を
お
願
い
い
た
し
ま

す
。ー

追
伸
！

　
出
稼
ぎ
を
さ
れ
て
い
る
方
で
、

ま
だ
国
民
年
金
か
ら
厚
生
年
金
へ

の
切
り
替
え
手
続
き
を
し
て
い
な

　
い
方
は
あ
り
ま
せ
ん
か
7
，
・
　
し
て

　
い
な
い
方
は
至
急
手
続
き
を
！

停　 電

のお知らせ

一一東ゴヒ電力

▼
三
月
十
八
日
（
金
）

。
午
前
九
時
か
ら
午
前
十
二
時
ま

で
．

・
兎
口
・
湯
山
の
全
部
。

浦
田
口
の
｝
部
．

▼
三
月
二
十
九
日
（
火
）

。
午
前
九
時
か
ら
午
前
十
一
時
ま

で
．
　
　
　
．

・
月
池
部
落
全
部
。
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光
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で
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之
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今
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も
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月
二
十
し
H
の
日
曜
H
に
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ま
す
．
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］
升
早
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み
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レ
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や
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雪

中
つ
な
ぴ
き
大
会
な
ど
、
回
を
重
、

ね
る
た
、
び
に
お
も
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企
画
が
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好
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を
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ま
す
が
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今
年
は
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グ
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と
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乗
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ま
す
の
で
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子
供
た

ち
も
た
く
さ
ん
来
て
く
だ
さ
い
。

　
そ
の
ほ
か
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カ
ザ
マ
カ
ッ
プ
大

回
転
競
技
大
会
・
酒
一
升
早
飲
み

リ
レ
ー
・
雪
中
つ
な
ひ
き
大
会
・

雪
中
宝
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が
し
な
ど
な
ど
、
盛
り

た
く
さ
ん
の
内
容
と
な
っ
て
い
ま

所
得
税
の
申
告
と
納
税
は

ま
で

確定申告で大忙がしの税務係
　　　　　　（役場議場にて）

簗
亀
、
，

蝶難謎鷲さ会“

れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　
な
お
、
一
度
に
納
め
ら
れ
な
い

と
き
は
、
確
定
巾
告
で
納
め
る
こ

と
に
な
る
税
額
の
二
分
の
一
以
L

を
三
月
十
．
五
H
ま
で
に
納
め
る
と

と
も
に
、
そ
の
残
り
の
税
額
を
確

定
巾
告
に
記
載
し
て
中
告
す
れ
ば
、

残
り
の
税
額
は
．
五
月
三
十
一
日
ま

で
延
納
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
．

た
だ
し
、
延
納
期
問
中
は
利
子
税

が
か
か
り
ま
す
。

　
所
得
税
の
納
税
の
方
法
に
は
振

替
納
税
制
度
が
あ
り
ま
す
。
是
非
、

「
、
』
利
用
い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま

す
。正しい申告をお願いします。
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．
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．
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の
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フ
と
甘
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は
無
料
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ー
ビ
ス
な
ど

一
日
十
分
遊
ん
で
い
た
だ
け
ま
す
。

是
非
、
連
れ
だ
っ
て
来
て
み
て
く

だ
さ
い
．

　
当
H
の
主
、
な
内
容
と
申
し
込
み

▽
第
五
回
カ
ザ
マ
カ
ッ
プ
競
技
大

会
（
大
回
転
）

　
参
加
希
望
者
は
、
三
月
二
十
H

ま
で
に
ス
キ
i
協
会
事
務
局
へ
。

（
電
話
〇
二
．
五
．
κ
几
－
六
－
二
一

〇
〇
番
へ
）
※
参
加
料
、
大
人
・

高
校
生
一
、
O
O
O
円
、
小
・
中

学
生
五
〇
〇
円
。
先
着
一
、
一
五
〇
名

ま
で
。

▽
酒
一
升
早
飲
み
リ
レ
ー

　
八
人
一
組
で
男
女
は
問
い
ま
せ

ん
。
巾
し
込
み
は
、
三
月
二
十
二

日
ま
で
に
（
六
－
三
一
三
一
番
・

役
揚
匿
恢
肺
ハ
課
へ
）

※
先
肴
卜
組
ま
で
受
付
ま
す
。

▽
雪
中
つ
な
ひ
き
大
会

　
男
ヂ
は
五
名
で
一
チ
ー
ム
。
女

酔地
．
兀
の
味
を
楽
し
ん

　
　
　
　
　
。
一
フ

0

、
、
ご
家
族
連
れ
で
も

子供から大人まで楽しめま～す

身

憾
㌧￥覧

ぐ祐い＆

　
昭
和
六
十
二
年
分
の
所
得
税
の

申
告
と
納
税
は
も
う
お
済
み
で
し

ょ
う
か
。
申
告
と
納
税
の
期
限
は

三
月
十
五
日
（
火
）
で
す
。
必
ず

期
限
内
に
済
ま
せ
て
く
だ
さ
い
。

　
所
得
税
は
、
自
分
の
所
得
の
状

況
を
最
も
よ
く
知
っ
て
い
る
皆
さ

ん
が
、
自
ら
税
法
に
従
っ
て
自
分

の
所
得
と
税
額
を
正
し
く
計
算
し

8ス0
‘

研鵠蓋

て
巾
告
し
、
納
税
す
る
と
い
う
巾

告
納
税
制
度
を
採
用
し
て
い
ま
す
。

　
確
定
申
告
を
し
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
方
が
期
限
ま
で
に
申
告
を
し

な
か
っ
た
り
、
誤
っ
た
巾
告
を
し

ま
す
と
、
後
で
不
足
の
税
金
を
納

め
る
だ
け
で
な
く
、
無
巾
告
加
算

税
ま
た
は
過
少
申
告
加
算
税
が
課

さ
れ
、
更
に
延
滞
税
も
納
め
な
け

升
’

乱

子
は
八
名
で
一
チ
ー
ム
。
申
し
込

み
は
前
項
と
同
じ
方
法
で
。

※
先
着
二
十
組
ま
で
受
付
ま
す
。

　
そ
の
他
の
も
の
は
参
加
が
自
由

で
す
の
で
、
大
勢
の
参
加
を
お
待

ち
し
て
い
ま
す
．

　
春
の
一
日
を
松
之
山
温
泉
ス
キ

i
場
で
楽
し
ん
で
く
だ
さ
い
、

　
カ
ー
二
、
、
ハ
ル
当
日
貸
”
ス
キ
ー
”

半
額
で
す
．

へ」

一
一
　
ノ

o

国
民
年
金
保
険
料
が

　
　
　
四
月
か
ら
七
、

　
国
民
年
金
の
保
険
料
が
、
今
年

四
月
か
ら
月
額
し
、
し
O
O
円
に

な
り
ま
す
．

　
付
加
保
険
料
（
高
額
年
金
を
受

け
る
た
め
の
保
険
料
）
は
、
月
額

四
〇
〇
円
で
変
わ
り
ま
せ
ん
。

　
国
民
年
金
は
、
加
人
者
の
方
が

老
齢
と
な
っ
た
と
き
、
年
金
を
支

給
し
生
活
の
安
定
を
は
か
る
こ
と

が
第
一
の
H
的
で
す
。
そ
の
た
め

年
金
水
準
は
一
定
に
保
つ
必
要
が

あ
り
ま
す
．

　
近
年
、
年
金
受
給
者
が
増
加
し
、

ま
た
、
年
金
額
の
物
価
ス
ラ
イ
ド

に
よ
り
年
金
の
支
払
い
額
は
増
え
、

こ
の
先
も
増
え
続
け
る
こ
と
が
予

七
〇
〇
円
に
！

想
さ
れ
ま
す
。

　
年
金
の
支
払
い
財
源
は
、
み
な

さ
ん
の
納
め
る
保
険
料
と
国
の
負

担
な
ど
に
よ
り
賄
わ
れ
て
い
ま
す
。

　
国
民
年
金
制
度
を
健
全
に
運
営

し
て
い
く
た
め
の
保
険
料
の
改
定

で
あ
り
ま
す
の
で
、
加
入
者
の
皆

さ
ん
ご
理
解
を
お
願
い
い
た
し
ま

す
。ー

追
伸
！

　
出
稼
ぎ
を
さ
れ
て
い
る
方
で
、

ま
だ
国
民
年
金
か
ら
厚
生
年
金
へ

の
切
り
替
え
手
続
き
を
し
て
い
な

　
い
方
は
あ
り
ま
せ
ん
か
7
，
・
　
し
て

　
い
な
い
方
は
至
急
手
続
き
を
！

停　 電

のお知らせ

一一東ゴヒ電力

▼
三
月
十
八
日
（
金
）

。
午
前
九
時
か
ら
午
前
十
二
時
ま

で
．

・
兎
口
・
湯
山
の
全
部
。

浦
田
口
の
｝
部
．

▼
三
月
二
十
九
日
（
火
）

。
午
前
九
時
か
ら
午
前
十
一
時
ま

で
．
　
　
　
．

・
月
池
部
落
全
部
。



ー
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罵
1

まつのやま（6）
σ）まつのやま

第39回
松之山

スキー競技大会

厳
し
い
寒
さ
の
中

　
　
　
　
　
み
ん
な
頑
張
リ
ま
し
た

　
今
同
で
三
卜
几
回
H
と
な
っ
た

仏
統
あ
る
”
松
之
川
ス
キ
ー
競
技

大
会
”
が
、
二
月
し
目
の
H
曜
H

に
…
開
催
“
さ
れ
、
ア
ル
ペ
ン
・
ク
ロ

ス
カ
ン
ト
リ
ー
ス
キ
ー
に
町
内
外

か
ら
六
百
名
近
い
選
手
が
参
加
し

て
盛
大
に
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
こ
の
日
は
中
，
が
降
り
、
と
き
ど

き
強
い
突
風
が
吹
き
荒
れ
る
と
い

騨
③
大
藤
雅
史
（
ダ
イ
ト
ウ
）

▼
成
年
男
子
二
組

①
村
山
好
文
（
ダ
イ
ト
ウ
）

②
鬼
山
富
雄
（
Z
I
P
）

③
奈
須
川
隆
（
ダ
イ
ト
ウ
〉

▼
成
年
男
子
三
組

①
植
木
正
昭
（
安
塚
土
木
）

②
手
塚
安
夫
（
長
野
デ
フ
）

③
山
本
四
郎
（
新
井
市
）

▼
中
学
生
女
子

①
半
戸
妙
子
（
津
南
中
）

②
津
端
美
晴
（
　
〃
　
）

③
風
巻
恵
里
佳
（
　
〃
）

▼
高
校
女
子

①
山
田
千
鶴
（
津
南
商
）

②
涌
井
順
子
（
　
〃
　
）

③
山
本
由
香
（
　
〃
　
）

43不少

92
444342
332254

262525
176545

484645
065864

524948
143275

　　　ク

　　　ロ

　　ス
　　カ
　　　ン
　　　ト

　　　リ

（　　口
距
離
）

．
翻
、
鍵
”

町民グランドを使用して行われたクロスカントリー
競技，，風が吹くと目も開けられない状態の中で。

▼
中
学
生
男
子
（
5
K
）
　
分
秒

①
田
地
野
晶
男
（
村
立
妙
高
）
▽
21
・
5

②
佐
藤
政
秀
（
松
代
中
）

③
斉
藤
真
也
（
　
〃
　
）

．
▼
高
校
男
子
（
5
K
）

①
小
林
　
稔
（
津
南
高
）

②
河
田
千
春
（
　
〃
　
）

③
島
田
幸
一
（
　
〃
　
）

17　17

3023
0　7

19　1918
29　7　21
0　6　6

▼
小
学
生
女
子
A
組
（
2
K
）

①
丸
山
み
ど
り
（
豊
原
小
）
　
1
2
・
3

4
i

②
水
井
加
奈
子
（
　
〃
　
）
　
1
2
・
3
9
・
3

③
山
本
律
子
（
　
〃
　
）
　
　
13

・
3
3
・
3

▼
小
学
生
女
子
B
組

①
佐
藤
由
香
（
牧
小
）
　
　
1
3
・
1
5
6

②
新
保
直
美
（
安
塚
小
）
　
　
解
7
8

③
赤
田
理
恵
（
　
〃
　
）
　
　
M
．
H
．
6

▼
中
学
女
子
（
3
K
）

①
柳
　
明
美
（
松
代
中
）
　
　
巧
3

7
4

②
松
田
亜
華
根
（
村
立
妙
高
）
項
4
8
i

③
柳
　
妙
子
（
松
代
中
）
　
　
1
6
・
2

3
2

う
非
常
に
寒
し
H
で
　
ア
ル
ペ
ン
・

ク
ロ
ス
カ
ン
ト
リ
ー
の
両
会
場
と

も
、
選
手
は
も
ち
ろ
ん
応
援
し
て

い
る
人
た
ち
も
寒
く
て
大
変
な
大

会
で
し
た
．
去
年
は
天
候
が
良
か

っ
た
だ
け
に
少
し
悔
ま
れ
ま
す
。

　
し
か
し
、
こ
の
悪
天
候
の
中
、

二
卜
一
の
小
学
校
．
六
つ
の
中
学

校
∴
二
っ
の
高
校
・
一
般
の
ス
キ

ー
ク
ラ
ブ
な
ど
が
ト
一
団
体
、
合

計
四
卜
三
の
所
属
か
ら
κ
し
二
人

の
選
ヂ
が
参
加
し
、
一
生
け
ん
命

頑
張
っ
て
大
会
を
盛
り
上
げ
て
く

れ
ま
し
た
．

　
大
会
成
績
は
次
の
と
お
り

ジ
ャ
イ
ア
ン
ト
ス
ラ
ロ
ー
ム

　
　
　
　
　
　
　
（
大
回
転
）

▼
小
学
校
男
子
A
組
（
六
年
）

①
植
木
竜
博
（
松
之
…
小
）

②
峰
村
チ
存
（
木
島
平
」
）

③
野
日
品
基
（
　
〃
　
　
）

38　38　37　季少

54　07　93

▼
小
学
校
男
子
B
組
（
五
年
以
下
）

①
村
…
…
貴
男
（
松
代
小
）
　
　
如
・
㎎

戦没者の遺族の皆さんへ

特別弔慰金の請求期限が

リ
　
レ

▼
小
学
生
男
子
A
組
（
3
K
）
分
秒

①
村
山
　
亮
（
松
里
小
）

②
岡
　
喜
一
（
安
塚
小
）

③
渡
辺
啓
文
牧
小
）

▼
小
学
生
男
子
B
組

①
西
山
　
賢
（
牧
小
）

②
高
橋
明
也
（
松
里
小
）

③
石
野
　
勉
（
安
塚
小
）

1414　14

403526
3　6　　1

16　1616
41　34　5
9　0　　1

▼
小
学
校
男
子

①
豊
原
小
A
（
板
倉
町
）

②
安
塚
小

③
豊
原
小
B

④
松
胆
小

⑥
松
之
山
小

▼
中
学
生
男
子

迫っています

57　57　57　55　53　づ〉

46　27　7　23　59　不少

8　　3　　9　　2　6

①
松
代
中
A

②
村
立
妙
高
中

③
松
之
山
中
A

▼
小
学
校
女
子

①
豊
原
小
A

②
〃
B

③
牧
小
A

⑥
浦
田
小

▼
中
学
生
女
子

①
松
代
中

▼
成
年
男
子

①
走
友
会
（
松
之
山
）

②
役
場
チ
ー
ム
（
　
〃
　
）

504747
123724
8　6　8

39　38　36　36

59　45　38　21

8　6　8　3

5
・
1
6

4
　
1

②
福
原
　
誠
（
松
里
小
）
　
　
　
仰
21

③
小
林
征
樹
（
木
島
平
J
）
　
　
叩
0
7

▼
中
学
男
子
　
　
　
　
　
　
分
秒

①
涌
井
　
淳
（
津
南
中
）
　
　
1
・
m
・
8
2

②
小
野
塚
和
生
（
松
之
山
中
）
1
・
H
幽

③
村
山
政
仁
（
松
代
中
）
　
　
1
・
13

・
5
0

▼
高
校
男
子

①
関
谷
敏
郎
（
松
代
高
）
　
　
－
．
13

．
5
5

②
高
橋
　
猛
（
安
高
松
之
山
）
1
．
購
．
8
1

③
福
原
祐
樹
（
　
　
〃
　
　
）
1
・
1
4
妬

▼
成
年
一
組
（
二
九
歳
以
下
）

①
大
藤
雅
史
（
ダ
イ
ト
ウ
）
・
髭
．
6
9

②
荒
井
俊
夫
（
Z
l
P
）
　
　
1
・
14．
6
0

③
福
島
徳
治
（
松
之
山
）
　
　
1
・
路
．
28

▼
成
年
二
組
（
三
〇
～
三
九
歳
）

①
村
山
好
文
（
ダ
イ
ト
ウ
）
　
1
h
．
61

②
佐
藤
嘉
∴
（
Z
l
P
）
　
　
1
．
14
．
ω

③
和
…
　
誠
（
長
野
デ
フ
）
　
1
・
1
4
・
6
6

▼
成
年
三
組
（
四
〇
歳
以
上
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
3
。
6

①
ヂ
塚
安
夫
（
長
野
デ
フ
）

②
植
木
正
昭
（
安
塚
L
木
）

③
小
川
　
剛
（
新
井
市
）

▼
小
学
生
女
子
A
組
（
六
年
）

ω
半
戸
志
麻
（
津
南
」
）

②
福
原
育
恵
（
松
里
小
）

③
鈴
木
え
り
丈
津
南
J
）

39　39　3

46105
44　4242

298834

▼
小
学
生
女
子
B
組
（
五
年
以
下
）

①
石
沢
菜
保
チ
（
津
南
J
）

②
半
戸
一
美
（
津
南
J
）

③
小
野
琢
尚
チ
（
松
里
小
）

▼
中
学
生
女
子

5（5　55　50

5t3　2（3　55

　
戦
没
者
の
遺
族
の
方
に
特
別
弔

慰
金
が
支
給
さ
れ
る
こ
と
を
ご
存

じ
で
す
か
．

一
、
支
給
の
目
的

　
特
別
弔
慰
金
は
、
戦
後
四
十
周

年
に
あ
た
っ
て
、
国
が
あ
ら
た
め

て
戦
没
者
の
遺
族
に
対
し
て
、
弔

慰
の
意
を
表
わ
す
た
め
に
支
給
さ

れ
る
も
の
で
す
．

二
、
支
給
の
方
法

　
特
別
弔
慰
金
は
、
戦
没
者
一
人

に
対
し
て
、
額
面
三
十
万
円
の
国

債
で
支
給
さ
れ
、
昭
和
六
十
一
年

か
ら
昭
和
七
十
年
ま
で
の
十
年
間

に
わ
た
っ
て
毎
年
三
万
円
づ
つ
償

還
さ
れ
ま
す
．

三
、
支
給
の
条
件

　
特
別
弔
慰
金
を
う
け
る
こ
と
が

で
き
る
の
は
、
満
洲
事
変
（
昭
和

六
年
九
月
十
八
日
）
以
後
の
戦
没

者
の
遺
族
の
う
ち
、
昭
和
六
十
年

四
月
一
日
現
在
に
お
い
て
、
公
務

扶
助
料
・
遺
族
年
金
等
を
受
け
る

方
が
い
な
い
場
合
で
す
。

四
、
支
給
の
対
象
者

　
特
別
弔
慰
金
を
う
け
る
こ
と
が

で
き
る
の
は
、
主
と
し
て
次
に
記

載
さ
れ
た
遺
族
の
う
ち
、
次
の
順

序
に
従
っ
て
最
も
順
位
の
先
の
方

お
一
人
に
限
り
ま
す
。

0
　
昭
和
六
十
年
四
月
一
日
ま
で

③②①▼②②①
山涌山高関植半
本ル川校沢木戸由順丁一成真芽妙
香’f㌦鶴年澄久チ
㌶齋享差隷
　　　　畢、’巧　　南之中

）））　　 唇卜lil）
　　　　　　　）中

1　1　1　　　1　1　1　っ♪’

30　24　24　　　31　31　26　黍少

16　78　42　　　　60　60　89

ス
ラ
ロ
ー
ム
（
回
転
）

▼
小
学
生
男
子
A
組

①
植
木
竜
博
（
松
之
山
小
）

②
占
野
恵
貴
（
木
島
平
J
）

③
中
沢
俊
炉
（
　
〃
　
　
）

▼
小
学
生
男
子
B
組

①
小
山
俊
之
（
松
之
山
小
）

②
村
山
高
志
（
　
〃
　
　
）

③
高
橋
剛
L
（
松
里
小
）

▼
中
学
生
男
子

①
小
林
敏
之
（
松
之
山
中
）

②
高
山
　
淳
（
卜
越
市
）

③
小
野
塚
和
生
（
松
之
由
中
）

▼
高
校
生
男
子

①
久
保
川
新
次
（
安
高
松
之
山
）

②
高
橋
　
猛
（
　
〃
　
　
）

③
関
谷
敏
郎
（
松
代
高
）

▼
成
年
男
子
霜

①
高
橋
孝
一
（
津
南
）

②
荒
ル
俊
夫
（
Z
I
P
）

27　26　25　拳少

02　52　59
282828
51　2306

424242
95　05　00

41　4139

988162
4341
7267

　
に
弔
慰
金
（
遺
族
国
庫
債
券
）

　
を
受
け
た
方
。

⇔
戦
没
者
の
子
供

ω
　
戦
没
者
と
生
計
を
共
に
し
て

　
い
た
①
父
母
②
孫
③
祖
父
母
④

　
兄
弟
姉
妹
（
婚
姻
・
養
子
縁
組

　
に
よ
り
昭
和
六
十
年
四
月
一
日

　
に
氏
が
か
わ
っ
て
い
る
方
は
除

　
か
れ
ま
す
．
）

㈲
　
O
以
外
の
①
父
母
②
孫
③
祖

　
父
母
④
兄
弟
姉
妹
⑤
そ
の
他
の

　
三
親
等
内
の
親
族
（
戦
没
者
死

　
亡
ま
で
引
き
続
い
て
一
年
以
上

　
生
計
を
し
て
い
た
方
に
限
り
ま

　
す
。
）
な
お
、
昭
和
六
十
年
六
月

　
十
四
日
以
後
す
で
に
請
求
さ
れ

　
た
方
及
び
、
同
順
位
の
遺
族
と

　
し
て
請
求
に
同
意
さ
れ
た
方
は
、

　
請
求
し
て
も
重
ね
て
受
け
る
こ

　
と
が
で
き
ま
せ
ん
の
で
、
く
れ

　
ぐ
れ
も
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

五
、
請
求
の
期
限

　
請
求
の
期
限
は
、
昭
和
六
十
三

年
六
月
十
三
日
で
す
。
期
限
が
迫

っ
て
い
ま
す
の
で
注
意
し
て
下
さ

い
。六

、
受
付
窓
口

　
役
場
の
住
民
課
福
祉
係
で
、
受

付
及
び
相
談
に
応
じ
ま
す
。
お
気

軽
に
お
出
掛
け
く
だ
さ
い
。
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σ）まつのやま

第39回
松之山

スキー競技大会

厳
し
い
寒
さ
の
中

　
　
　
　
　
み
ん
な
頑
張
リ
ま
し
た

　
今
同
で
三
卜
几
回
H
と
な
っ
た

仏
統
あ
る
”
松
之
川
ス
キ
ー
競
技

大
会
”
が
、
二
月
し
目
の
H
曜
H

に
…
開
催
“
さ
れ
、
ア
ル
ペ
ン
・
ク
ロ

ス
カ
ン
ト
リ
ー
ス
キ
ー
に
町
内
外

か
ら
六
百
名
近
い
選
手
が
参
加
し

て
盛
大
に
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
こ
の
日
は
中
，
が
降
り
、
と
き
ど

き
強
い
突
風
が
吹
き
荒
れ
る
と
い

騨
③
大
藤
雅
史
（
ダ
イ
ト
ウ
）

▼
成
年
男
子
二
組

①
村
山
好
文
（
ダ
イ
ト
ウ
）

②
鬼
山
富
雄
（
Z
I
P
）

③
奈
須
川
隆
（
ダ
イ
ト
ウ
〉

▼
成
年
男
子
三
組

①
植
木
正
昭
（
安
塚
土
木
）

②
手
塚
安
夫
（
長
野
デ
フ
）

③
山
本
四
郎
（
新
井
市
）

▼
中
学
生
女
子

①
半
戸
妙
子
（
津
南
中
）

②
津
端
美
晴
（
　
〃
　
）

③
風
巻
恵
里
佳
（
　
〃
）

▼
高
校
女
子

①
山
田
千
鶴
（
津
南
商
）

②
涌
井
順
子
（
　
〃
　
）

③
山
本
由
香
（
　
〃
　
）

43不少

92
444342
332254

262525
176545

484645
065864

524948
143275

　　　ク

　　　ロ

　　ス
　　カ
　　　ン
　　　ト

　　　リ

（　　口
距
離
）

．
翻
、
鍵
”

町民グランドを使用して行われたクロスカントリー
競技，，風が吹くと目も開けられない状態の中で。

▼
中
学
生
男
子
（
5
K
）
　
分
秒

①
田
地
野
晶
男
（
村
立
妙
高
）
▽
21
・
5

②
佐
藤
政
秀
（
松
代
中
）

③
斉
藤
真
也
（
　
〃
　
）

．
▼
高
校
男
子
（
5
K
）

①
小
林
　
稔
（
津
南
高
）

②
河
田
千
春
（
　
〃
　
）

③
島
田
幸
一
（
　
〃
　
）

17　17

3023
0　7

19　1918
29　7　21
0　6　6

▼
小
学
生
女
子
A
組
（
2
K
）

①
丸
山
み
ど
り
（
豊
原
小
）
　
1
2
・
3

4
i

②
水
井
加
奈
子
（
　
〃
　
）
　
1
2
・
3
9
・
3

③
山
本
律
子
（
　
〃
　
）
　
　
13

・
3
3
・
3

▼
小
学
生
女
子
B
組

①
佐
藤
由
香
（
牧
小
）
　
　
1
3
・
1
5
6

②
新
保
直
美
（
安
塚
小
）
　
　
解
7
8

③
赤
田
理
恵
（
　
〃
　
）
　
　
M
．
H
．
6

▼
中
学
女
子
（
3
K
）

①
柳
　
明
美
（
松
代
中
）
　
　
巧
3

7
4

②
松
田
亜
華
根
（
村
立
妙
高
）
項
4
8
i

③
柳
　
妙
子
（
松
代
中
）
　
　
1
6
・
2

3
2

う
非
常
に
寒
し
H
で
　
ア
ル
ペ
ン
・

ク
ロ
ス
カ
ン
ト
リ
ー
の
両
会
場
と

も
、
選
手
は
も
ち
ろ
ん
応
援
し
て

い
る
人
た
ち
も
寒
く
て
大
変
な
大

会
で
し
た
．
去
年
は
天
候
が
良
か

っ
た
だ
け
に
少
し
悔
ま
れ
ま
す
。

　
し
か
し
、
こ
の
悪
天
候
の
中
、

二
卜
一
の
小
学
校
．
六
つ
の
中
学

校
∴
二
っ
の
高
校
・
一
般
の
ス
キ

ー
ク
ラ
ブ
な
ど
が
ト
一
団
体
、
合

計
四
卜
三
の
所
属
か
ら
κ
し
二
人

の
選
ヂ
が
参
加
し
、
一
生
け
ん
命

頑
張
っ
て
大
会
を
盛
り
上
げ
て
く

れ
ま
し
た
．

　
大
会
成
績
は
次
の
と
お
り

ジ
ャ
イ
ア
ン
ト
ス
ラ
ロ
ー
ム

　
　
　
　
　
　
　
（
大
回
転
）

▼
小
学
校
男
子
A
組
（
六
年
）

①
植
木
竜
博
（
松
之
…
小
）

②
峰
村
チ
存
（
木
島
平
」
）

③
野
日
品
基
（
　
〃
　
　
）

38　38　37　季少

54　07　93

▼
小
学
校
男
子
B
組
（
五
年
以
下
）

①
村
…
…
貴
男
（
松
代
小
）
　
　
如
・
㎎

戦没者の遺族の皆さんへ

特別弔慰金の請求期限が

リ
　
レ

▼
小
学
生
男
子
A
組
（
3
K
）
分
秒

①
村
山
　
亮
（
松
里
小
）

②
岡
　
喜
一
（
安
塚
小
）

③
渡
辺
啓
文
牧
小
）

▼
小
学
生
男
子
B
組

①
西
山
　
賢
（
牧
小
）

②
高
橋
明
也
（
松
里
小
）

③
石
野
　
勉
（
安
塚
小
）

1414　14

403526
3　6　　1

16　1616
41　34　5
9　0　　1

▼
小
学
校
男
子

①
豊
原
小
A
（
板
倉
町
）

②
安
塚
小

③
豊
原
小
B

④
松
胆
小

⑥
松
之
山
小

▼
中
学
生
男
子

迫っています

57　57　57　55　53　づ〉

46　27　7　23　59　不少

8　　3　　9　　2　6

①
松
代
中
A

②
村
立
妙
高
中

③
松
之
山
中
A

▼
小
学
校
女
子

①
豊
原
小
A

②
〃
B

③
牧
小
A

⑥
浦
田
小

▼
中
学
生
女
子

①
松
代
中

▼
成
年
男
子

①
走
友
会
（
松
之
山
）

②
役
場
チ
ー
ム
（
　
〃
　
）

504747
123724
8　6　8

39　38　36　36

59　45　38　21

8　6　8　3

5
・
1
6

4
　
1

②
福
原
　
誠
（
松
里
小
）
　
　
　
仰
21

③
小
林
征
樹
（
木
島
平
J
）
　
　
叩
0
7

▼
中
学
男
子
　
　
　
　
　
　
分
秒

①
涌
井
　
淳
（
津
南
中
）
　
　
1
・
m
・
8
2

②
小
野
塚
和
生
（
松
之
山
中
）
1
・
H
幽

③
村
山
政
仁
（
松
代
中
）
　
　
1
・
13

・
5
0

▼
高
校
男
子

①
関
谷
敏
郎
（
松
代
高
）
　
　
－
．
13

．
5
5

②
高
橋
　
猛
（
安
高
松
之
山
）
1
．
購
．
8
1

③
福
原
祐
樹
（
　
　
〃
　
　
）
1
・
1
4
妬

▼
成
年
一
組
（
二
九
歳
以
下
）

①
大
藤
雅
史
（
ダ
イ
ト
ウ
）
・
髭
．
6
9

②
荒
井
俊
夫
（
Z
l
P
）
　
　
1
・
14．
6
0

③
福
島
徳
治
（
松
之
山
）
　
　
1
・
路
．
28

▼
成
年
二
組
（
三
〇
～
三
九
歳
）

①
村
山
好
文
（
ダ
イ
ト
ウ
）
　
1
h
．
61

②
佐
藤
嘉
∴
（
Z
l
P
）
　
　
1
．
14
．
ω

③
和
…
　
誠
（
長
野
デ
フ
）
　
1
・
1
4
・
6
6

▼
成
年
三
組
（
四
〇
歳
以
上
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
3
。
6

①
ヂ
塚
安
夫
（
長
野
デ
フ
）

②
植
木
正
昭
（
安
塚
L
木
）

③
小
川
　
剛
（
新
井
市
）

▼
小
学
生
女
子
A
組
（
六
年
）

ω
半
戸
志
麻
（
津
南
」
）

②
福
原
育
恵
（
松
里
小
）

③
鈴
木
え
り
丈
津
南
J
）

39　39　3

46105
44　4242

298834

▼
小
学
生
女
子
B
組
（
五
年
以
下
）

①
石
沢
菜
保
チ
（
津
南
J
）

②
半
戸
一
美
（
津
南
J
）

③
小
野
琢
尚
チ
（
松
里
小
）

▼
中
学
生
女
子

5（5　55　50

5t3　2（3　55

　
戦
没
者
の
遺
族
の
方
に
特
別
弔

慰
金
が
支
給
さ
れ
る
こ
と
を
ご
存

じ
で
す
か
．

一
、
支
給
の
目
的

　
特
別
弔
慰
金
は
、
戦
後
四
十
周

年
に
あ
た
っ
て
、
国
が
あ
ら
た
め

て
戦
没
者
の
遺
族
に
対
し
て
、
弔

慰
の
意
を
表
わ
す
た
め
に
支
給
さ

れ
る
も
の
で
す
．

二
、
支
給
の
方
法

　
特
別
弔
慰
金
は
、
戦
没
者
一
人

に
対
し
て
、
額
面
三
十
万
円
の
国

債
で
支
給
さ
れ
、
昭
和
六
十
一
年

か
ら
昭
和
七
十
年
ま
で
の
十
年
間

に
わ
た
っ
て
毎
年
三
万
円
づ
つ
償

還
さ
れ
ま
す
．

三
、
支
給
の
条
件

　
特
別
弔
慰
金
を
う
け
る
こ
と
が

で
き
る
の
は
、
満
洲
事
変
（
昭
和

六
年
九
月
十
八
日
）
以
後
の
戦
没

者
の
遺
族
の
う
ち
、
昭
和
六
十
年

四
月
一
日
現
在
に
お
い
て
、
公
務

扶
助
料
・
遺
族
年
金
等
を
受
け
る

方
が
い
な
い
場
合
で
す
。

四
、
支
給
の
対
象
者

　
特
別
弔
慰
金
を
う
け
る
こ
と
が

で
き
る
の
は
、
主
と
し
て
次
に
記

載
さ
れ
た
遺
族
の
う
ち
、
次
の
順

序
に
従
っ
て
最
も
順
位
の
先
の
方

お
一
人
に
限
り
ま
す
。

0
　
昭
和
六
十
年
四
月
一
日
ま
で

③②①▼②②①
山涌山高関植半
本ル川校沢木戸由順丁一成真芽妙
香’f㌦鶴年澄久チ
㌶齋享差隷
　　　　畢、’巧　　南之中

）））　　 唇卜lil）
　　　　　　　）中

1　1　1　　　1　1　1　っ♪’

30　24　24　　　31　31　26　黍少

16　78　42　　　　60　60　89

ス
ラ
ロ
ー
ム
（
回
転
）

▼
小
学
生
男
子
A
組

①
植
木
竜
博
（
松
之
山
小
）

②
占
野
恵
貴
（
木
島
平
J
）

③
中
沢
俊
炉
（
　
〃
　
　
）

▼
小
学
生
男
子
B
組

①
小
山
俊
之
（
松
之
山
小
）

②
村
山
高
志
（
　
〃
　
　
）

③
高
橋
剛
L
（
松
里
小
）

▼
中
学
生
男
子

①
小
林
敏
之
（
松
之
山
中
）

②
高
山
　
淳
（
卜
越
市
）

③
小
野
塚
和
生
（
松
之
由
中
）

▼
高
校
生
男
子

①
久
保
川
新
次
（
安
高
松
之
山
）

②
高
橋
　
猛
（
　
〃
　
　
）

③
関
谷
敏
郎
（
松
代
高
）

▼
成
年
男
子
霜

①
高
橋
孝
一
（
津
南
）

②
荒
ル
俊
夫
（
Z
I
P
）

27　26　25　拳少

02　52　59
282828
51　2306

424242
95　05　00

41　4139

988162
4341
7267

　
に
弔
慰
金
（
遺
族
国
庫
債
券
）

　
を
受
け
た
方
。

⇔
戦
没
者
の
子
供

ω
　
戦
没
者
と
生
計
を
共
に
し
て

　
い
た
①
父
母
②
孫
③
祖
父
母
④

　
兄
弟
姉
妹
（
婚
姻
・
養
子
縁
組

　
に
よ
り
昭
和
六
十
年
四
月
一
日

　
に
氏
が
か
わ
っ
て
い
る
方
は
除

　
か
れ
ま
す
．
）

㈲
　
O
以
外
の
①
父
母
②
孫
③
祖

　
父
母
④
兄
弟
姉
妹
⑤
そ
の
他
の

　
三
親
等
内
の
親
族
（
戦
没
者
死

　
亡
ま
で
引
き
続
い
て
一
年
以
上

　
生
計
を
し
て
い
た
方
に
限
り
ま

　
す
。
）
な
お
、
昭
和
六
十
年
六
月

　
十
四
日
以
後
す
で
に
請
求
さ
れ

　
た
方
及
び
、
同
順
位
の
遺
族
と

　
し
て
請
求
に
同
意
さ
れ
た
方
は
、

　
請
求
し
て
も
重
ね
て
受
け
る
こ

　
と
が
で
き
ま
せ
ん
の
で
、
く
れ

　
ぐ
れ
も
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

五
、
請
求
の
期
限

　
請
求
の
期
限
は
、
昭
和
六
十
三

年
六
月
十
三
日
で
す
。
期
限
が
迫

っ
て
い
ま
す
の
で
注
意
し
て
下
さ

い
。六

、
受
付
窓
口

　
役
場
の
住
民
課
福
祉
係
で
、
受

付
及
び
相
談
に
応
じ
ま
す
。
お
気

軽
に
お
出
掛
け
く
だ
さ
い
。
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“ちょっといい話囁　（1）

敬和学園高校の3年生が

「豪雪基金jに寄付金を！

　
新
潟
市
に
あ
る
私
立
敬
和
学
園

高
校
の
生
徒
が
、
松
之
山
で
農
業

実
習
や
雪
掘
り
体
験
を
し
た
事
が

あ
り
ま
す
。
　
（
当
時
二
年
生
）
そ

の
と
き
、
松
之
山
の
人
た
ち
か
ら

大
変
親
切
に
し
て
も
ら
い
、
ま
た

貴
重
な
体
験
を
さ
せ
て
い
た
だ
い

た
こ
と
に
対
し
て
、
み
ん
な
で
感

謝
し
て
い
る
の
だ
そ
う
で
す
。
そ

こ
で
、
卒
業
す
る
に
あ
た
り
何
か

松
之
山
の
役
に
立
つ
事
は
な
い
か

と
考
え
た
結
果
、
み
ん
な
か
ら
集

め
た
寄
付
金
を
「
松
之
山
豪
雪
基

金
」
に
贈
る
事
を
決
め
た
と
い
う

こ
と
で
す
。

　
こ
の
こ
と
を
伝
え
る
た
め
、
三

年
生
の
代
表
と
し
て
斉
藤
さ
ん
が

手
紙
を
く
れ
ま
し
た
の
で
紹
介
し

ま
す
。
‘

　
敬
和
学
園
高
校
で
は
、
三
月
八

日
に
卒
業
式
を
行
い
、
松
之
山
を

訪
ず
れ
た
生
徒
た
ち
も
、
そ
れ
ぞ

れ
の
進
路
に
向
っ
て
歩
み
始
め
る

こ
と
に
な
り
ま
す
。

　
卒
業
す
る
生
徒
の
皆
さ
ん
、
ど

う
も
あ
り
が
と
う
。

▲
な
れ
な
い
手
つ
き
で
田
植
え
に

挑
戦

「

松
之
山
の
皆
さ
ん
お
世
話
に
な
り
ま
し
た
」

　
　
　
　
　
敬
和
学
園
高
等
学
校

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
三
年

　
松
之
山
の
皆
さ
ん
、
い
か
が
お

過
噛
、
』
し
で
す
か
。
こ
こ
太
夫
浜
に

も
雪
が
降
っ
て
い
ま
す
。
私
達
敬

和
学
園
十
八
回
生
は
、
お
蔭
様
で

三
月
八
日
に
卒
業
を
む
か
え
よ
う

と
し
て
い
ま
す
。

　
二
年
の
秋
、
私
達
は
松
之
山
で

二
泊
三
日
の
農
業
体
験
を
さ
せ
て

頂
き
ま
し
た
。
稲
刈
り
、
牛
の
世

話
、
牧
場
の
草
刈
り
な
ど
、
見
る

物
、
触
る
物
、
初
め
て
の
者
が
ほ

と
ん
ど
で
し
た
。
そ
の
せ
い
で
、

手
伝
う
つ
も
り
が
手
伝
わ
れ
、
足

を
引
っ
ぱ
る
ば
か
り
だ
っ
た
と
思

い
ま
す
。
十
数
名
で
行
っ
た
春
の

大
変
お
世
話
に
な
り
ま
し
た
。
そ

れ
ぞ
れ
の
お
宅
で
作
ら
れ
た
材
料

に
よ
る
手
料
理
や
、
熱
い
味
噌
汁

ま
で
粘
、
）
馳
走
に
な
り
、
あ
り
が
と

う
隔
、
』
ざ
い
ま
し
た
。

　
私
達
は
、
松
之
山
に
伺
っ
て
米

作
り
の
厳
し
さ
の
、
ほ
ん
の
一
部

分
を
知
る
こ
と
が
出
来
ま
し
た
。

八
十
八
も
あ
る
と
一
一
．
日
わ
れ
て
い
る

手
間
の
中
で
、
稲
刈
り
と
い
う
、

い
わ
ば
一
番
楽
し
い
仕
事
を
私
達

田
植
や
冬
の
雪
掘
り
の
折
も
含
め
、

三
部
で
松
之
山
小
学
校
が
優
勝

　
第
三
十
．
五
回
信
越
学
童
ス
キ
ー

大
会
が
二
月
十
九
日
、
妙
高
高
原

町
赤
倉
ス
キ
ー
場
ほ
か
で
開
催
さ

れ
、
松
之
山
小
学
校
が
三
部
校
の

中
で
総
合
優
勝
し
、
来
年
か
ら
二

部
校
の
仲
間
入
り
を
す
る
こ
と
に

な
り
ま
し
た
。

　
こ
の
大
会
に
は
一
部
校
に
松
里
、

二
部
校
に
浦
田
、
三
部
校
に
松
之

山
と
町
内
か
ら
三
っ
の
小
学
校
が

参
加
し
て
お
り
、
大
回
転
と
距
離

－
」
韮
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斉
藤
ひ
ろ
み

は
さ
せ
て
い
た
だ
い
た
わ
け
で
す

が
、
そ
れ
を
職
業
と
し
生
活
を
支

え
て
い
く
の
は
、
過
疎
化
、
米
の

需
要
．
不
足
そ
の
上
、
豪
壷
，
と
い
う

悪
条
件
の
中
で
は
、
さ
ぞ
か
し
大

変
だ
と
思
い
ま
す
。
そ
れ
で
も
、

真
正
而
か
ら
立
ち
向
か
っ
て
行
く

皆
さ
ん
は
強
い
と
感
じ
ま
し
た
。

又
、
素
朴
で
あ
っ
た
か
い
皆
さ
ん

の
笑
顔
も
印
象
的
で
し
た
。

　
高
校
生
活
三
年
間
の
中
に
は
多

く
の
人
と
の
出
会
い
が
あ
り
ま
し

た
が
、
修
養
会
を
通
し
て
皆
さ
ん

に
会
え
た
事

出稼ぎされている

皆さんへ

役場からのお知らせ

　
出
稼
ぎ
先
で
．
厚
生
年
金
・
社
会

保
険
等
に
加
入
し
て
い
る
方
は
、

離
職
し
た
ら
喪
失
証
明
を
…
…
。

　
国
民
健
康
保
険
の
⑭
被
保
険
者

証
を
持
っ
て
い
っ
た
方
は
、
そ
れ

を
帰
っ
て
米
た
ら
す
み
や
か
に
係

に
届
け
出
て
く
だ
さ
い
。

　
こ
の
届
け
出
が
遅
れ
る
と
、
役

場
や
診
療
所
で
円
滑
な
事
務
処
理

が
で
き
な
い
な
ど
色
々
な
不
都
八
・

が
生
じ
ま
す
。

　
ま
た
、
出
稼
ぎ
先
で
病
気
に
な

り
⑭
被
保
険
者
証
で
病
院
等
に
行

こ
う
と
し
た
場
合
、
病
院
に
よ
っ

て
は
他
県
の
国
保
の
診
療
を
取
り

扱
い
し
な
い
所
も
あ
り
ま
す
。
こ

う
し
た
場
合
に
は
、
一
時
診
療
費

を
現
金
で
支
払
い
、
病
院
か
ら
診

療
内
容
の
確
認
で
き
る
領
収
証
を

っ
て
い
ま
す
。
な
ぜ
な
ら
本
出
の

生
き
る
姿
を
見
た
よ
う
に
思
う
か

ら
で
す
。
皆
さ
ん
と
会
っ
て
得
た

事
、
考
え
さ
せ
ら
れ
た
事
は
、
今

で
も
胸
の
内
に
残
っ
て
い
ま
す
し
、

こ
れ
か
ら
も
そ
う
で
し
ょ
う
。

　
皆
さ
ん
へ
感
謝
の
気
持
ち
と
、

こ
れ
か
ら
も
頑
張
っ
て
ほ
し
い
と

い
う
願
い
を
込
め
て
、
少
し
ば
か

り
で
は
あ
り
ま
す
が
、
献
金
を
さ

せ
て
い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

厳
し
い
冬
を
乗
り
込
え
る
為
に
お

役
立
く
だ
さ
い
。

　
私
達
は
卒
業
し
て
も
、
そ
れ
ぞ

れ
の
地
で
真
の
強
さ
を
求
め
て
生

き
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　
で
は
、
健
康
に
気
を
付
げ
て
お

過
ご
し
く
だ
さ
い
。

鶉、誤篇雛

も
ら
っ
て
、
帰
郷
後
、
役
場
で
療

養
費
支
給
中
請
を
す
れ
ば
し
割
分

を
お
返
し
し
ま
す
。
又
、
．
厚
生
年

金
と
国
民
年
金
．
、
国
保
と
社
会
保

険
等
を
誤
っ
て
二
重
が
け
さ
れ
て

い
る
方
は
、
そ
の
旨
巾
し
出
て
い

た
だ
け
れ
ば
お
返
し
し
ま
す
。

　
国
民
年
金
、
厚
生
年
金
に
加
人

さ
れ
て
い
る
方
に
は
、
喪
失
証
明

の
川
紙
を
後
H
｝
、
述
付
し
ま
す
の
で

会
社
か
ら
証
明
し
て
い
た
だ
き
、

帰
郷
の
際
役
場
へ
持
参
く
だ
さ
い
．

　
ま
た
、
農
業
者
年
金
の
被
保
険

者
で
厚
生
年
金
に
加
人
し
て
い
る

方
に
は
、
被
用
者
年
金
加
入
期
間

証
明
書
を
後
H
送
付
し
ま
す
。
帰

郷
後
そ
れ
を
各
農
協
に
提
出
し
て

く
だ
さ
い
．

◎
共
助
会
か
ら

　
皆
さ
ん
が
出
稼
ぎ
に
出
ら
れ
て

か
ら
す
で
に
四
カ
月
あ
ま
り
経
過

し
て
お
り
ま
す
が
、
こ
の
岡
、
不

幸
に
も
病
気
や
ケ
ガ
を
さ
れ
た
方

も
あ
ろ
う
か
と
思
い
ま
す
。

　
所
定
の
診
断
警
に
よ
り
、
部
落

運
営
委
員
を
通
じ
て
請
求
の
手
続

き
を
と
っ
て
く
だ
さ
い
。
　
（
必
ず

四
月
末
日
ま
で
に
乎
続
き
を
し
て

く
だ
さ
い
。
遅
れ
る
と
見
舞
金
の

支
払
い
が
で
き
な
い
場
合
が
あ
り

ま
す
．
）
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と
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く
の
は
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過
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化
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需
要
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そ
の
上
、
豪
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と
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う
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条
件
の
中
で
は
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さ
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か
し
大

変
だ
と
思
い
ま
す
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そ
れ
で
も
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真
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ら
立
ち
向
か
っ
て
行
く

皆
さ
ん
は
強
い
と
感
じ
ま
し
た
。

又
、
素
朴
で
あ
っ
た
か
い
皆
さ
ん

の
笑
顔
も
印
象
的
で
し
た
。

　
高
校
生
活
三
年
間
の
中
に
は
多

く
の
人
と
の
出
会
い
が
あ
り
ま
し

た
が
、
修
養
会
を
通
し
て
皆
さ
ん

に
会
え
た
事

出稼ぎされている

皆さんへ

役場からのお知らせ

　
出
稼
ぎ
先
で
．
厚
生
年
金
・
社
会

保
険
等
に
加
入
し
て
い
る
方
は
、

離
職
し
た
ら
喪
失
証
明
を
…
…
。

　
国
民
健
康
保
険
の
⑭
被
保
険
者

証
を
持
っ
て
い
っ
た
方
は
、
そ
れ

を
帰
っ
て
米
た
ら
す
み
や
か
に
係

に
届
け
出
て
く
だ
さ
い
。

　
こ
の
届
け
出
が
遅
れ
る
と
、
役

場
や
診
療
所
で
円
滑
な
事
務
処
理

が
で
き
な
い
な
ど
色
々
な
不
都
八
・

が
生
じ
ま
す
。

　
ま
た
、
出
稼
ぎ
先
で
病
気
に
な

り
⑭
被
保
険
者
証
で
病
院
等
に
行

こ
う
と
し
た
場
合
、
病
院
に
よ
っ

て
は
他
県
の
国
保
の
診
療
を
取
り

扱
い
し
な
い
所
も
あ
り
ま
す
。
こ

う
し
た
場
合
に
は
、
一
時
診
療
費

を
現
金
で
支
払
い
、
病
院
か
ら
診

療
内
容
の
確
認
で
き
る
領
収
証
を

っ
て
い
ま
す
。
な
ぜ
な
ら
本
出
の

生
き
る
姿
を
見
た
よ
う
に
思
う
か

ら
で
す
。
皆
さ
ん
と
会
っ
て
得
た

事
、
考
え
さ
せ
ら
れ
た
事
は
、
今

で
も
胸
の
内
に
残
っ
て
い
ま
す
し
、

こ
れ
か
ら
も
そ
う
で
し
ょ
う
。

　
皆
さ
ん
へ
感
謝
の
気
持
ち
と
、

こ
れ
か
ら
も
頑
張
っ
て
ほ
し
い
と

い
う
願
い
を
込
め
て
、
少
し
ば
か

り
で
は
あ
り
ま
す
が
、
献
金
を
さ

せ
て
い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

厳
し
い
冬
を
乗
り
込
え
る
為
に
お

役
立
く
だ
さ
い
。

　
私
達
は
卒
業
し
て
も
、
そ
れ
ぞ

れ
の
地
で
真
の
強
さ
を
求
め
て
生

き
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　
で
は
、
健
康
に
気
を
付
げ
て
お

過
ご
し
く
だ
さ
い
。

鶉、誤篇雛

も
ら
っ
て
、
帰
郷
後
、
役
場
で
療

養
費
支
給
中
請
を
す
れ
ば
し
割
分

を
お
返
し
し
ま
す
。
又
、
．
厚
生
年

金
と
国
民
年
金
．
、
国
保
と
社
会
保

険
等
を
誤
っ
て
二
重
が
け
さ
れ
て

い
る
方
は
、
そ
の
旨
巾
し
出
て
い

た
だ
け
れ
ば
お
返
し
し
ま
す
。

　
国
民
年
金
、
厚
生
年
金
に
加
人

さ
れ
て
い
る
方
に
は
、
喪
失
証
明

の
川
紙
を
後
H
｝
、
述
付
し
ま
す
の
で

会
社
か
ら
証
明
し
て
い
た
だ
き
、

帰
郷
の
際
役
場
へ
持
参
く
だ
さ
い
．

　
ま
た
、
農
業
者
年
金
の
被
保
険

者
で
厚
生
年
金
に
加
人
し
て
い
る

方
に
は
、
被
用
者
年
金
加
入
期
間

証
明
書
を
後
H
送
付
し
ま
す
。
帰

郷
後
そ
れ
を
各
農
協
に
提
出
し
て

く
だ
さ
い
．

◎
共
助
会
か
ら

　
皆
さ
ん
が
出
稼
ぎ
に
出
ら
れ
て

か
ら
す
で
に
四
カ
月
あ
ま
り
経
過

し
て
お
り
ま
す
が
、
こ
の
岡
、
不

幸
に
も
病
気
や
ケ
ガ
を
さ
れ
た
方

も
あ
ろ
う
か
と
思
い
ま
す
。

　
所
定
の
診
断
警
に
よ
り
、
部
落

運
営
委
員
を
通
じ
て
請
求
の
手
続

き
を
と
っ
て
く
だ
さ
い
。
　
（
必
ず

四
月
末
日
ま
で
に
乎
続
き
を
し
て

く
だ
さ
い
。
遅
れ
る
と
見
舞
金
の

支
払
い
が
で
き
な
い
場
合
が
あ
り

ま
す
．
）
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．
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松
之
山
分
遣
所
員
が
雪
上
訓
練
を
実
施

重いホースを背負っての雪道は走りずらい

　
東
頸
消
防
署
松
之
山
分
遣
所
で

は
、
冬
場
の
火
災
や
救
急
出
動
に

備
え
て
、
二
月
十
一
一
日
に
雪
上
訓

練
を
実
施
し
ま
し
た
。

　
こ
の
日
の
訓
練
は
、
午
前
九
時

に
上
川
手
観
音
寺
の
お
寺
で
火
災

が
発
生
し
、
そ
の
消
火
作
業
で
一

人
が
ケ
ガ
を
し
た
と
い
う
想
定
で

行
わ
れ
、
通
報
を
受
け
た
所
員
が

消
防
車
と
救
急
車
で
同
時
に
現
場

へ
急
行
。
雪
が
あ
り
現
場
ま
で
車

が
入
ら
な
い
た
め
ス
ノ
ー
ホ
ー
ト

と
C
ー
，
1
と
呼
ば
れ
て
い
る
軽
量

級
の
ホ
ン
ブ
を
使
っ
て
放
水
が
行

わ
れ
ま
し
た
。

　
道
路
か
ら
お
寺
ま
で
か
な
り
距

離
が
あ
る
の
で
、
隊
員
は
全
員
か

ん
じ
ぎ
を
着
け
て
消
火
作
業
を
行

い
ま
し
た
が
、
身
体
が
思
う
よ
う

に
動
か
ず
大
変
だ
っ
た
よ
う
で
す
。

　
冬
場
の
火
事
は
、
消
防
用
水
及

び
道
路
の
確
保
が
む
ず
か
し
く
大

き
な
惨
事
と
な
る
こ
と
が
沢
山
あ

り
ま
す
。
ま
ず
火
事
を
出
さ
な
い

こ
と
に
注
意
し
て
く
だ
さ
い
。

瓜

消火栓から直接水を取っての放水。でも圧力

が低く冬期問は不安が残る

2
県
内
最
初
の
卒
業
式
安
塚
高
校
松
之
山
分
校

卒業生を代表して村山和宏君力

答辞を行う。

今
年
も
県
内
ト
ッ
フ
を
き
っ
て

一
肩
二
十
七
日
、
安
塚
高
校
松
之

山
分
校
で
第
…
十
七
回
卒
業
式
が

挙
行
さ
れ
ま
し
た
。

　
今
年
こ
の
学
校
を
巣
立
っ
て
行

く
生
徒
は
、
男
子
二
十
九
名
￥
女

子
二
±
一
名
の
合
計
五
十
『
名
で
、

こ
れ
か
ら
進
学
・
就
職
に
と
、
そ

れ
ぞ
れ
違
っ
た
道
を
歩
ん
で
行
く

事
に
な
り
ま
す
。

　
卒
業
式
の
式
典
は
冷
え
込
み
の

厳
し
い
体
育
館
で
十
時
か
ら
行
わ

れ
、
緊
張
の
中
、
校
長
先
生
か
ら

生
徒
皿
人
一
人
に
卒
業
証
書
が
手

渡
さ
れ
、
そ
の
後
で
校
長
先
生
が

「
松
之
山
で
培
っ
た
忍
耐
強
い
精

神
に
研
き
を
か
け
、
常
に
感
謝
の

気
持
ち
を
忘
れ
ず
頑
張
っ
て
ほ
し

い
四
と
述
べ
、
最
後
に
「
初
心
忘

れ
ず
べ
か
ら
ず
」
と
い
う
言
葉
を

卒
業
生
に
贈
り
ま
し
た
。

　
こ
れ
を
受
け
て
卒
業
生
代
表
の

村
山
和
宏
君
が
「
平
和
な
時
代
に

育
っ
た
我
々
で
あ
る
が
苦
し
か
っ

た
時
代
を
見
つ
め
、
こ
れ
か
ら
の

人
生
を
大
切
に
生
き
た
い
。
社
会

に
貢
献
で
き
る
人
間
に
な
り
た
い
ρ

と
決
意
を
述
べ
ま
し
た
。

　
卒
業
生
の
中
で
三
人
が
地
元
に

残
る
見
込
み
で
￥
大
変
喜
ば
し
い

事
か
と
思
い
ま
す
。

㈹まつのやま

3
冬
に
手
作
り
芸
能
祭

　
笛
年
、
頁
冬
の
一
番
厳
し
い
時

期
に
芸
能
祭
を
実
施
し
て
、
町
の

人
た
ち
に
話
題
を
提
供
し
続
け
て

い
る
“
小
谷
新
春
芸
能
祭
”
。
ム
フ

年
も
一
一
月
十
一
日
の
建
国
記
念
日

に
、
第
七
回
芸
能
祭
を
行
い
．
楽

し
い
『
日
を
過
し
ま
し
た
。

　
部
落
中
は
も
ち
ろ
ん
、
町
内
の

大
勢
の
万
た
ち
が
出
演
、
ま
た
は

見
物
に
訪
れ
、
民
謡
や
踊
り
、
カ

今
年
も
盛
大
に

ラ
オ
ケ
、
寸
劇
な
ど
盛
り
た
く
さ

ん
の
フ
ロ
グ
ラ
ム
を
、
部
落
の
万

々
と
一
緒
に
な
っ
て
楽
し
ん
で
い

ま
し
た
。

　
お
昼
の
十
二
時
半
、
子
供
た
ち

と
大
人
に
よ
る
、
“
八
木
節
”
で
に

ぎ
や
か
に
開
演
、
そ
の
後
．
お
ば

あ
さ
ん
た
ち
の
民
謡
。
踊
り
、
カ

う
オ
ケ
と
続
き
、
途
中
で
演
じ
ら

れ
た
寸
劇
「
で
た
ら
め
経
し
で
は
、

コーラスグループが唄って踊った「男と女のラブゲー

ム」男装もなかなか決まっていましたよ。

会
場
が
笑
い
と
拍
手
で
一
段
と
に

ぎ
や
か
に
な
り
ま
し
た
。
四
部
構

成
で
行
わ
れ
た
こ
の
芸
能
祭
、
部

後
は
全
員
で
「
北
国
の
春
」
を
最

唱
し
、
幕
を
下
ろ
し
ま
し
た
。
合

　
厳
し
い
冬
に
一
つ
の
活
力
。
来

年
は
￥
皆
さ
ん
も
行
っ
て
み
て
く

だ
さ
い
。

■周■員■働鍾鵬■興■隔■員睡鯛］飼臼網鯛

後継者会の皆さんによる寸劇「でたらめ経」

会場いっばいに笑いのうずがおきた40分でした。
隔”隔■闘■騰齢闘］剛■■興齢畳■圓■爵］爵曽剛瞬腫爾■爾■■■周］闘■飼圏農］薦■網■興］闘］圓］闘■属■闘鱒爲麟闘］興］陶■刷■圃”闘一鳥■爵■圓■圃■輿］臼］網

ご
奮
知
で
す
か
、
こ
勧
恋
電
謡
！

◎
お
話
し
中
で
も

　
　
　
受
け
ら
れ
る

ー
キ
ャ
ッ
チ
ホ
ン
ー

　
事
務
所
や
お
店
の
．
電
話
に
キ
ャ

ッ
チ
ホ
ン
を
お
つ
け
に
な
り
ま
す

と
、
お
得
意
さ
ま
か
ら
の
大
切
な

注
文
や
連
絡
な
ど
を
逃
し
ま
せ
ん
．

　
家
族
で
も
キ
ャ
ッ
チ
ホ
ン
を
っ

け
ま
す
と
、
お
話
し
中
に
「
よ
そ

か
ら
．
電
話
が
か
か
っ
て
こ
な
い
か

な
。
」
と
気
に
し
な
い
で
す
み
ま
す
。

○
、
電
話
機
は
そ
の
ま
ま
で
、
料
金

　
は
月
々
三
．
症
O
円
、
で
す
。

　
9

　
事

　
て

｛
戎

b
寺

　
牙

急や
り8

●
ぐ

面訂

曝

〃ボン4

　4
鮎ゆ翼噛

」

憲

◎
料
金
後
払
い
で

　
　
　
通
話
が
で
き
る

ー
ク
レ
ジ
ッ
ト
通
話
－

　
全
国
ど
こ
か
ら
で
も
料
金
後
払

い
で
電
話
が
か
け
ら
れ
る
サ
ー
ビ

ス
で
す
．

　
単
身
赴
任
の
戦
、
）
、
・
王
人
や
、
遠
く

に
下
宿
す
る
お
子
さ
ん
が
い
る
熟
、
｝

家
庭
に
大
変
便
利
。

o
お
申
し
込
み
は
簡
単

　
あ
ら
か
じ
め
契
約
の
お
申
し
込

み
を
し
て
い
た
だ
き
ま
す
。

O
費
用
は
月
々
わ
ず
か
τ
五
〇
円

に
、
お
か
け
に
な
っ
た
ダ
イ
ヤ
ル

通
話
料
金
だ
け
で
す
。

◎
両
方
の
電
話
と
も
お
間
い
合
せ

は
”
安
塚
電
報
電
話
局
N
T
T
”

電
話
二
－
二
五
〇
〇
番
へ
！

これ1よf更禾lj

　ですよ

L
ら
）
督
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で
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全
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火
作
業
を
行

い
ま
し
た
が
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身
体
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思
う
よ
う

に
動
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ず
大
変
だ
っ
た
よ
う
で
す
。

　
冬
場
の
火
事
は
、
消
防
用
水
及

び
道
路
の
確
保
が
む
ず
か
し
く
大

き
な
惨
事
と
な
る
こ
と
が
沢
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あ

り
ま
す
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ず
火
事
を
出
さ
な
い

こ
と
に
注
意
し
て
く
だ
さ
い
。
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に
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と
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ま
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見
込
み
で
￥
大
変
喜
ば
し
い

事
か
と
思
い
ま
す
。

㈹まつのやま

3
冬
に
手
作
り
芸
能
祭

　
笛
年
、
頁
冬
の
一
番
厳
し
い
時

期
に
芸
能
祭
を
実
施
し
て
、
町
の

人
た
ち
に
話
題
を
提
供
し
続
け
て

い
る
“
小
谷
新
春
芸
能
祭
”
。
ム
フ

年
も
一
一
月
十
一
日
の
建
国
記
念
日

に
、
第
七
回
芸
能
祭
を
行
い
．
楽

し
い
『
日
を
過
し
ま
し
た
。

　
部
落
中
は
も
ち
ろ
ん
、
町
内
の

大
勢
の
万
た
ち
が
出
演
、
ま
た
は

見
物
に
訪
れ
、
民
謡
や
踊
り
、
カ

今
年
も
盛
大
に

ラ
オ
ケ
、
寸
劇
な
ど
盛
り
た
く
さ

ん
の
フ
ロ
グ
ラ
ム
を
、
部
落
の
万

々
と
一
緒
に
な
っ
て
楽
し
ん
で
い

ま
し
た
。

　
お
昼
の
十
二
時
半
、
子
供
た
ち

と
大
人
に
よ
る
、
“
八
木
節
”
で
に

ぎ
や
か
に
開
演
、
そ
の
後
．
お
ば

あ
さ
ん
た
ち
の
民
謡
。
踊
り
、
カ

う
オ
ケ
と
続
き
、
途
中
で
演
じ
ら

れ
た
寸
劇
「
で
た
ら
め
経
し
で
は
、

コーラスグループが唄って踊った「男と女のラブゲー

ム」男装もなかなか決まっていましたよ。

会
場
が
笑
い
と
拍
手
で
一
段
と
に

ぎ
や
か
に
な
り
ま
し
た
。
四
部
構

成
で
行
わ
れ
た
こ
の
芸
能
祭
、
部

後
は
全
員
で
「
北
国
の
春
」
を
最

唱
し
、
幕
を
下
ろ
し
ま
し
た
。
合

　
厳
し
い
冬
に
一
つ
の
活
力
。
来

年
は
￥
皆
さ
ん
も
行
っ
て
み
て
く

だ
さ
い
。

■周■員■働鍾鵬■興■隔■員睡鯛］飼臼網鯛

後継者会の皆さんによる寸劇「でたらめ経」

会場いっばいに笑いのうずがおきた40分でした。
隔”隔■闘■騰齢闘］剛■■興齢畳■圓■爵］爵曽剛瞬腫爾■爾■■■周］闘■飼圏農］薦■網■興］闘］圓］闘■属■闘鱒爲麟闘］興］陶■刷■圃”闘一鳥■爵■圓■圃■輿］臼］網

ご
奮
知
で
す
か
、
こ
勧
恋
電
謡
！

◎
お
話
し
中
で
も

　
　
　
受
け
ら
れ
る

ー
キ
ャ
ッ
チ
ホ
ン
ー

　
事
務
所
や
お
店
の
．
電
話
に
キ
ャ

ッ
チ
ホ
ン
を
お
つ
け
に
な
り
ま
す

と
、
お
得
意
さ
ま
か
ら
の
大
切
な

注
文
や
連
絡
な
ど
を
逃
し
ま
せ
ん
．

　
家
族
で
も
キ
ャ
ッ
チ
ホ
ン
を
っ

け
ま
す
と
、
お
話
し
中
に
「
よ
そ

か
ら
．
電
話
が
か
か
っ
て
こ
な
い
か

な
。
」
と
気
に
し
な
い
で
す
み
ま
す
。

○
、
電
話
機
は
そ
の
ま
ま
で
、
料
金

　
は
月
々
三
．
症
O
円
、
で
す
。

　
9

　
事

　
て

｛
戎

b
寺

　
牙

急や
り8

●
ぐ

面訂

曝

〃ボン4

　4
鮎ゆ翼噛

」

憲

◎
料
金
後
払
い
で

　
　
　
通
話
が
で
き
る

ー
ク
レ
ジ
ッ
ト
通
話
－

　
全
国
ど
こ
か
ら
で
も
料
金
後
払

い
で
電
話
が
か
け
ら
れ
る
サ
ー
ビ

ス
で
す
．

　
単
身
赴
任
の
戦
、
）
、
・
王
人
や
、
遠
く

に
下
宿
す
る
お
子
さ
ん
が
い
る
熟
、
｝

家
庭
に
大
変
便
利
。

o
お
申
し
込
み
は
簡
単

　
あ
ら
か
じ
め
契
約
の
お
申
し
込

み
を
し
て
い
た
だ
き
ま
す
。

O
費
用
は
月
々
わ
ず
か
τ
五
〇
円

に
、
お
か
け
に
な
っ
た
ダ
イ
ヤ
ル

通
話
料
金
だ
け
で
す
。

◎
両
方
の
電
話
と
も
お
間
い
合
せ

は
”
安
塚
電
報
電
話
局
N
T
T
”

電
話
二
－
二
五
〇
〇
番
へ
！

これ1よf更禾lj

　ですよ

L
ら
）
督



ー
の
田
ー

まつのやま⑬

ば
ん
た
さ
つ
が
い
じ
け
ん

番
太
殺
害
事
件

　
東
浦
田
村
の
お
た
ね
の
家
は
貧

し
か
っ
た
。
昔
は
庄
屋
役
を
勤
め

た
ほ
ど
の
家
柄
だ
っ
た
が
、
い
ま

　
　
　
　
　
　
そ
で
ご
い

は
他
国
稼
ぎ
や
袖
乞
な
ど
で
そ
の

　
　
し
の

日
を
凌
い
で
い
た
。
と
こ
ろ
が
天

明
七
年
（
一
七
八
七
）
、
父
七
左

衛
門
は
出
稼
ぎ
に
出
た
ま
ま
行
方

不
明
と
な
り
、
残
さ
れ
た
お
た
ね

と
弟
の
次
郎
は
貧
困
の
な
か
で
成

長
し
た
。
あ
る
年
、
次
郎
は
父
を

尋
ね
て
江
戸
に
出
た
が
病
死
。
つ

い
に
お
た
ね
は
一
人
と
な
っ
た
。

　
お
た
ね
は
わ
ず
か
ば
か
り
の
田

畑
を
小
作
し
、
家
で
は
酒
を
売
っ

て
糊
口
を
凌
い
で
い
た
。
時
に
は

村
の
若
者
を
引
き
入
れ
て
酒
を
飲

　
　
　
　
　
あ
き
ん
ど

ま
せ
、
旅
の
商
人
を
泊
め
る
な
ど

し
て
ひ
ん
し
ゅ
く
を
買
っ
て
い
た

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
と

が
、
勝
気
な
た
ね
は
気
に
溜
め
る

風
も
な
か
っ
た
．

　
享
和
三
年
（
一
八
〇
三
）
十
月

十
日
の
昼
ど
き
、
そ
ん
な
お
た
ね

の
と
こ
ろ
へ
安
塚
村
の
与
次
右
衛

門
が
顔
を
出
し
た
。
時
お
り
姿
を

見
せ
る
与
次
右
衛
門
は
番
太
で
あ

っ
た
。
番
太
と
は
町
や
村
に
召
し

　
　
　
　
　
　
　
　
ぬ
す
っ
と

抱
え
ら
れ
て
火
の
番
や
盗
人
の
番

に
当
た
っ
た
者
で
、
江
戸
で
は
番

小
屋
に
住
ん
で
そ
の
任
に
当
た
っ

た
と
こ
ろ
か
ら
番
太
郎
と
呼
ば
れ

て
い
た
。
安
塚
の
与
次
右
衛
門
は
、

こ
の
日
浦
田
へ
見
回
り
に
入
っ
て

来
た
の
で
あ
っ
た
。

　
お
た
ね
は
酒
を
す
す
め
、
世
間

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
し
ゆ
げ
ん

話
を
し
て
い
る
と
こ
ろ
へ
修
験
風

の
見
知
ら
ぬ
男
が
入
っ
て
来
る
な

り
、
与
次
告
衛
門
と
激
し
く
口
論

　
　
　
　
　
讐
説

を
始
め
た
。
呆
然
と
し
て
い
る
お

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
わ
さ

た
ね
の
前
で
、
男
は
い
き
な
り
脇

さ
し差

を
抜
い
て
与
次
右
衛
門
を
斬
り

つ
け
、
抜
き
身
を
下
げ
た
ま
ま
飛

び
出
し
て
い
っ
た
。

　
　
「
…
た
ね
驚
き
入
り
、
人
殺
し

と
鳴
り
を
立
て
候
に
つ
き
追
々
駈

け
つ
け
、
修
行
者
（
修
験
）
追
い

か
け
参
り
候
へ
ど
も
行
方
相
知
れ

申
さ
ず
、
与
次
右
衛
門
早
速
医
者

に
見
せ
、
薬
用
仕
り
候
へ
ど
も
養

生
相
叶
わ
ず
死
去
仕
り
候
…
」

　
な
お
男
は
逃
げ
る
途
中
湯
本
村

の
半
左
衛
門
に
も
傷
を
負
わ
せ
て

姿
を
く
ら
ま
し
た
。

　
恐
ら
く
、
男
は
過
去
の
意
趣
を

晴
ら
そ
う
と
与
次
右
衛
門
の
跡
を

　
　
　
　
　
　
う
か
か

つ
け
、
機
会
を
窮
っ
て
い
た
の
だ

ろ
う
。
ま
た
半
左
衛
門
は
山
で
出

会
い
、
追
手
と
見
ら
れ
て
斬
ら
れ

た
の
だ
ろ
う
が
、
命
に
別
条
は
な

か
っ
た
。

　
村
中
が
捜
索
に
出
る
と
い
う
騒

ぎ
と
な
っ
た
が
、
結
局
犯
人
は
行

方
知
れ
ず
、
非
難
は
お
た
ね
に
集

中
し
た
。

　
　
　
　
　
ご
　
は
っ
　
と

、
御
公
儀
様
御
法
度
は
申
す
に

及
ば
ず
、
諸
事
、
以
来
村
役
人

中
の
申
し
付
け
少
し
も
違
背
仕

ら
ず
相
守
り
申
す
べ
く
候
。

、
私
方
に
て
酒
な
ど
一
切
売
り

　
　
　
　
　
　
　
ひ
つ
り
こ
う

申
す
ま
じ
く
候
。
畢
党
酒
乱
の

上
に
て
自
然
と
悪
事
な
ど
も
起

り
巾
す
儀
に
候
へ
ば
、
た
と
え

村
方
の
者
参
り
、
少
し
の
間
酒

な
ど
の
宿
致
し
候
様
相
頼
み
候

と
も
、
決
し
て
致
さ
ざ
る
様
仕

る
べ
き
事

、
出
生
知
れ
ざ
る
者
の
宿
な
ど
、

前
々
よ
り
御
法
度
の
処
、
私
心

得
違
い
を
も
っ
て
こ
れ
ま
で
宿

致
し
候
趣
、
こ
の
段
格
別
厳
し

く
仰
せ
聞
か
さ
れ
巾
し
訳
な
く
、

　
　
ぐ
詰

一
体
愚
昧
の
私
故
左
様
の
事
ど

　
　
　
　
　
お
り
ふ
し

も
存
ぜ
ず
、
折
節
宿
致
し
候
へ

　
ー
－
軍
勇
L
琴
－

孕
門
畜
‡
↓
冨
潟
、

名
「ま

翅ら、

廻
牽
安
擢
空
亥

　
よ
曜
修
・
ン
ト
望
左
撃
V
警
ソ
し

　
多
ル
ゐ
φ
，
遜
覆
慈
ゆ
雛
．
上

　
ゆ
穣
抵
由
黛
必
碑
薙
畏
巌
’
微

　
々
あ
一
負
ぱ
鴻
れ
づ
多
託
・
禦
蓼

　
ヵ
掛
客
⊥
妨
分
手
揖
命
姦
娯
怨
・

ψ
膨
庶
宵
髪
袴
乏
孝
姦
塚
し
“

　
．
乞
彦
匁
々
払
も
グ
o
て
争
ム
砂
”

　
写
餐
嘉
虞
蒼
憂
・
昂
険
ヒ

　
カ
潤
．
イ
三
タ
歯
輩
．
あ
不
｛
奪
レ
纂

　
防
看
が
～
デ
拓
小
授
み
ケ
賃
霧

　
め
段
系
菖
－
｝
巧
声
4
ん
～
・
夕
士
争
≧
汰

　
を
曳
声
“
傘
島
し
レ
あ
’
切
為
活
素
に

　
．
圭
麦
力
猷
ー
ゲ

。
怖
ソ
ム
職
薇
汐
μ
笈
け
本
留
銚
『
1
“
珠
、

　
翻
ス
千
曳
r
殉
斎
万
盃
力
惹
イ

一
・
彦
イ
μ
必
望
蛋
姦
砂
ギ
竃
伽
れ

　
う
｝
，
ら
御
硬
率
φ
み
姦
ρ
塗

7
秘
金
μ
争
暑
よ
ノ
蓉
望
k
為
硬

　
摸
、
異
b
尺
易
る
及
終
挟
イ
μ
兼
ー

｝
軌
｛
秀
k
矯
晒
苑
き
凶
寒
淋
私

　
払
蓬
訟
逸
影
ア
彦
タ
腰
練
甜

　
勇
・
肇
伊
て
疹
堵
遮
k
斐

　
乃
准
．
重
t
盈
苅
表
｛
黎
酋
浸

．
ア
・
劣
疲
物
零
掃
ゑ
概
む
量
ノ

餐鋒

∂
憲
・
蚕
》

藷
。
μ
ゆ
姦
封
多
主
ノ
彊
宏
、
・

去
妻
少
氏
方
び
亀
裏
”

　
菟
．
毎
ム
笑
去
『
少
ケ
k
亀

　
侮
f
あ
勧
囲
’
訳
碁
孝
■
η
』

　
　
　
　
　
　
　
　
倉

　
壌
爺
ム
玉
ず
月
　
　
鼻
入
ゐ
ね
邸

　
　
　
　
o
．
、
5
”
斗
．
惚
．
蓄

　
　
　
　
　
　
　
　
糊
鞘

　
　
　
　
螂
辮

　
　
　
　
査
響

　
　
　
　
壽

　
　
　
　
　
　
d
笈
、

　
　
　
　
　
　
！
づ
イ
孝

ど
も
、
以
来
は
急
度
相
慎
み
、

休
息
な
ど
に
て
も
致
さ
せ
ま
じ

　
事

右
の
通
り
厳
し
く
仰
せ
聞
か
さ

れ
承
知
致
し
候
。
そ
の
外
万
事

何
事
に
よ
ら
ず
村
方
の
定
め
以

来
き
っ
と
相
守
り
申
す
、
べ
く
候
。

万
一
違
背
仕
り
候
は
ば
、
そ
の

　
　
い
　
か
よ
う

節
は
如
何
様
に
仰
せ
付
け
ら
れ

候
と
も
少
し
も
申
し
分
こ
れ
な

く
、
親
類
組
合
の
者
加
判
一
札

　
　
　
　
　
　
く
た
ん

差
し
出
し
候
処
件
の
如
し
。

享
和
三
年
十
月

　
　
　
　
東
浦
田
村

　
　
　
　
　
本
人
た
　
ね
㊥

　
　
　
組
合
親
類
長
右
衛
門
⑭

　
　
　
同
断

　
　
　
同
断

　
　
　
同
断

東
浦
田
村

西
浦
田
村

北
浦
田
村

美徳奥

之次
助助郎
㊥㊥㊥

中
立
山
新
田
村

　
　
　
村
役
人
衆
中

　
た
ね
は
厳
し
く
灸
を
据
え
ら
れ
、

右
の
詫
び
証
文
を
入
れ
て
許
さ
れ

た
。
ま
た
捜
索
の
費
用
は
、
宝
暦

四
年
（
一
七
五
四
）
の
取
り
極
め

ど
お
り
、
四
か
村
の
共
同
負
担
と

す
る
こ
と
で
一
件
落
着
と
な
っ
た
。

ちょっといい話（2）

八坂村から
がフワ～リフワリ

県
船

野
風

長
4∂

冗、＞

〆
　　　◆悔

　　　　転　～甑　　 転

噛ンレ、

』』』｝⇔

軍動会のときみんなで上げた
んだよ。　（八坂保育園）

　
ず
っ
と
前
の
広
報
で
も
滋
賀
県

か
ら
飛
ん
で
来
た
”
風
船
”
に
つ

い
て
紹
介
し
ま
し
た
が
、
八
，
回
は

長
野
県
八
坂
村
か
ら
一
五
〇
キ
ロ

の
旅
を
し
て
来
た
”
風
船
”
を
紹

介
し
ま
す
．

　
こ
の
風
船
を
拾
わ
れ
た
の
は
、

五
十
子
平
部
落
の
涌
井
ダ
マ
キ
さ

ん
（
下
村
）
で
、
八
月
頃
、
田
ん

ぼ
の
稲
の
上
に
割
れ
て
落
ち
て
い

た
所
を
見
つ
け
た
の
だ
そ
う
で
す
。

紐
の
下
に
は
手
紙
が
つ
い
て
い
て
、

そ
れ
に
よ
る
と
、
長
野
県
北
安
曇

郡
八
坂
村
の
八
坂
保
育
園
の
園
児

が
飛
ば
し
た
風
船
と
わ
か
り
、
涌

井
さ
ん
は
、
早
速
風
船
を
拾
っ
た

事
を
手
紙
で
知
ら
せ
た
そ
う
で
す

　
　
そ
の
と
き
は
何
も
連
絡
が
な

　
　
風
船
の
骸
を
忘
れ
か
け
て
い

た
正
月
に
な
っ
て
保
育
園
の
先
生

か
ら
年
加
只
状
が
届
き
、
返
喉
が
遅

れ
た
お
詫
び
と
、
r
供
た
ち
が
大

変
喜
こ
ん
で
い
る
事
、
そ
れ
か
ら

後
で
園
児
た
ち
の
作
H
…
を
贈
る
卵

な
ど
が
書
い
て
あ
っ
た
そ
う
で
す
。

　
一
月
末
に
な
っ
て
ヂ
供
た
ち
の

作
品
や
、
運
動
会
の
時
に
風
船
を

飛
ば
す
時
の
写
真
、
八
坂
村
の
。
ハ

ン
フ
レ
ッ
ト
な
ど
が
人
っ
た
郵
便

が
届
き
、
涌
井
さ
ん
は
大
感
激
。

早
速
お
礼
の
電
話
を
か
け
た
そ
う

で
す
．

　
何
か
心
の
温
ま
る
話
で
す
ね
。

こ
れ
か
ら
も
交
流
が
出
来
る
と
い

い
と
思
い
ま
す
。

　
こ
の
風
船
を
拾
っ
た
涌
井
さ
ん
、

実
は
、
お
と
と
し
も
拾
っ
た
喉
が

あ
り
、
今
回
が
二
囲
目
な
ん
だ
そ

う
で
す
．
珍
ら
し
い
こ
と
で
す
ね
。

「
二
度
拾
っ
た
か
ら
何
と
か
も
う

一
度
拾
っ
て
み
た
い
で
す
ね
．
」
と

話
し
て
お
ら
れ
ま
し
た
が
、
皆
さ

ん
も
何
か
変
っ
た
出
来
胚
が
あ
り

ま
し
た
ら
、
ご
一
報
い
た
だ
き
た

い
と
思
い
ま
す
。
　
（
町
広
報
係
）

風
船
を
拾
っ
た
涌
井
さ
ん

歯
の
用
心

「
酉
●

　
、
∀
毛

ロ
メ
モ

タ
バ
コ
と
歯
」

　
ふ
だ
ん
の
生
活
習
慣
の
中
で
、

歯
が
悪
い
と
き
に
気
を
付
け
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
も
の
の
一
つ
に
お

酒
が
あ
り
ま
す
。
　
「
酒
は
百
薬
の

長
」
と
言
わ
れ
る
よ
う
に
、
ふ
だ

ん
な
ら
さ
ま
ざ
ま
な
効
用
が
あ
り

ま
す
。
し
か
し
、
こ
と
む
し
歯
に

樹
し
て
は
、
こ
う
は
い
か
な
い
よ

う
で
す
．
と
い
う
の
は
、
お
酒
を

飲
め
ば
血
圧
が
上
昇
し
休
温
も
上

が
り
ま
す
。
歯
の
中
の
血
管
は
ひ

ど
く
デ
リ
ケ
ー
ト
な
の
で
、
そ
う

な
る
と
す
ぐ
充
血
を
起
し
ま
す
。

血
管
と
神
経
は
絡
み
あ
っ
て
い
ま

す
か
ら
、
膨
張
し
た
血
管
は
神
経

を
圧
迫
し
、
む
し
歯
の
痛
み
は
益

々
激
し
く
な
る
と
い
う
わ
け
で
す
。

　
ま
た
、
急
性
の
化
膿
性
炎
症
が

あ
る
場
合
な
ど
、
状
態
を
増
悪
さ

せ
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
し
、
抜
歯

を
し
た
当
日
な
ど
は
、
　
一
度
止
ま

っ
た
血
を
再
度
出
や
す
く
す
る
こ

と
が
あ
り
ま
す
の
で
、
お
酒
は
控

え
て
欲
し
い
も
の
で
す
。

　
ま
た
、
　
「
タ
バ
コ
」
は
歯
に
よ

い
の
で
は
な
い
か
」
と
質
問
さ
れ

る
愛
煙
家
が
お
ら
れ
ま
す
。
つ
ま

り
、
ニ
コ
チ
ン
は
毒
な
く
ら
い
だ

か
ら
殺
菌
力
も
あ
る
は
ず
で
、
む

し
歯
の
菌
も
寄
り
付
か
な
い
の
で

は
な
い
か
と
い
う
の
で
す
。
し
か

し
残
念
な
が
ら
ニ
コ
チ
ン
と
む
し

歯
の
予
防
と
は
あ
ま
り
関
係
が
な

い
よ
う
で
す
。

　
ま
た
、
タ
バ
コ
の
ヤ
ニ
で
黄
色

く
染
ま
っ
た
歯
は
外
観
が
よ
く
あ

り
ま
せ
ん
し
、
色
を
落
と
そ
う
と

し
て
、
粒
子
の
粗
い
歯
磨
き
剤
を

使
用
し
ま
す
と
、
歯
を
磨
き
す
ぎ

る
場
合
が
あ
り
ま
す
の
で
気
を
つ

け
た
い
も
の
で
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヤ
．
－

δ手
　
＼

、

窃
）

纏



ー
の
田
ー

まつのやま⑬

ば
ん
た
さ
つ
が
い
じ
け
ん

番
太
殺
害
事
件

　
東
浦
田
村
の
お
た
ね
の
家
は
貧

し
か
っ
た
。
昔
は
庄
屋
役
を
勤
め

た
ほ
ど
の
家
柄
だ
っ
た
が
、
い
ま

　
　
　
　
　
　
そ
で
ご
い

は
他
国
稼
ぎ
や
袖
乞
な
ど
で
そ
の

　
　
し
の

日
を
凌
い
で
い
た
。
と
こ
ろ
が
天

明
七
年
（
一
七
八
七
）
、
父
七
左

衛
門
は
出
稼
ぎ
に
出
た
ま
ま
行
方

不
明
と
な
り
、
残
さ
れ
た
お
た
ね

と
弟
の
次
郎
は
貧
困
の
な
か
で
成

長
し
た
。
あ
る
年
、
次
郎
は
父
を

尋
ね
て
江
戸
に
出
た
が
病
死
。
つ

い
に
お
た
ね
は
一
人
と
な
っ
た
。

　
お
た
ね
は
わ
ず
か
ば
か
り
の
田

畑
を
小
作
し
、
家
で
は
酒
を
売
っ

て
糊
口
を
凌
い
で
い
た
。
時
に
は

村
の
若
者
を
引
き
入
れ
て
酒
を
飲

　
　
　
　
　
あ
き
ん
ど

ま
せ
、
旅
の
商
人
を
泊
め
る
な
ど

し
て
ひ
ん
し
ゅ
く
を
買
っ
て
い
た

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
と

が
、
勝
気
な
た
ね
は
気
に
溜
め
る

風
も
な
か
っ
た
．

　
享
和
三
年
（
一
八
〇
三
）
十
月

十
日
の
昼
ど
き
、
そ
ん
な
お
た
ね

の
と
こ
ろ
へ
安
塚
村
の
与
次
右
衛

門
が
顔
を
出
し
た
。
時
お
り
姿
を

見
せ
る
与
次
右
衛
門
は
番
太
で
あ

っ
た
。
番
太
と
は
町
や
村
に
召
し

　
　
　
　
　
　
　
　
ぬ
す
っ
と

抱
え
ら
れ
て
火
の
番
や
盗
人
の
番

に
当
た
っ
た
者
で
、
江
戸
で
は
番

小
屋
に
住
ん
で
そ
の
任
に
当
た
っ

た
と
こ
ろ
か
ら
番
太
郎
と
呼
ば
れ

て
い
た
。
安
塚
の
与
次
右
衛
門
は
、

こ
の
日
浦
田
へ
見
回
り
に
入
っ
て

来
た
の
で
あ
っ
た
。

　
お
た
ね
は
酒
を
す
す
め
、
世
間

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
し
ゆ
げ
ん

話
を
し
て
い
る
と
こ
ろ
へ
修
験
風

の
見
知
ら
ぬ
男
が
入
っ
て
来
る
な

り
、
与
次
告
衛
門
と
激
し
く
口
論

　
　
　
　
　
讐
説

を
始
め
た
。
呆
然
と
し
て
い
る
お

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
わ
さ

た
ね
の
前
で
、
男
は
い
き
な
り
脇

さ
し差

を
抜
い
て
与
次
右
衛
門
を
斬
り

つ
け
、
抜
き
身
を
下
げ
た
ま
ま
飛

び
出
し
て
い
っ
た
。

　
　
「
…
た
ね
驚
き
入
り
、
人
殺
し

と
鳴
り
を
立
て
候
に
つ
き
追
々
駈

け
つ
け
、
修
行
者
（
修
験
）
追
い

か
け
参
り
候
へ
ど
も
行
方
相
知
れ

申
さ
ず
、
与
次
右
衛
門
早
速
医
者

に
見
せ
、
薬
用
仕
り
候
へ
ど
も
養

生
相
叶
わ
ず
死
去
仕
り
候
…
」

　
な
お
男
は
逃
げ
る
途
中
湯
本
村

の
半
左
衛
門
に
も
傷
を
負
わ
せ
て

姿
を
く
ら
ま
し
た
。

　
恐
ら
く
、
男
は
過
去
の
意
趣
を

晴
ら
そ
う
と
与
次
右
衛
門
の
跡
を

　
　
　
　
　
　
う
か
か

つ
け
、
機
会
を
窮
っ
て
い
た
の
だ

ろ
う
。
ま
た
半
左
衛
門
は
山
で
出

会
い
、
追
手
と
見
ら
れ
て
斬
ら
れ

た
の
だ
ろ
う
が
、
命
に
別
条
は
な

か
っ
た
。

　
村
中
が
捜
索
に
出
る
と
い
う
騒

ぎ
と
な
っ
た
が
、
結
局
犯
人
は
行

方
知
れ
ず
、
非
難
は
お
た
ね
に
集

中
し
た
。

　
　
　
　
　
ご
　
は
っ
　
と

、
御
公
儀
様
御
法
度
は
申
す
に

及
ば
ず
、
諸
事
、
以
来
村
役
人

中
の
申
し
付
け
少
し
も
違
背
仕

ら
ず
相
守
り
申
す
べ
く
候
。

、
私
方
に
て
酒
な
ど
一
切
売
り

　
　
　
　
　
　
　
ひ
つ
り
こ
う

申
す
ま
じ
く
候
。
畢
党
酒
乱
の

上
に
て
自
然
と
悪
事
な
ど
も
起

り
巾
す
儀
に
候
へ
ば
、
た
と
え

村
方
の
者
参
り
、
少
し
の
間
酒

な
ど
の
宿
致
し
候
様
相
頼
み
候

と
も
、
決
し
て
致
さ
ざ
る
様
仕

る
べ
き
事

、
出
生
知
れ
ざ
る
者
の
宿
な
ど
、

前
々
よ
り
御
法
度
の
処
、
私
心

得
違
い
を
も
っ
て
こ
れ
ま
で
宿

致
し
候
趣
、
こ
の
段
格
別
厳
し

く
仰
せ
聞
か
さ
れ
巾
し
訳
な
く
、

　
　
ぐ
詰

一
体
愚
昧
の
私
故
左
様
の
事
ど

　
　
　
　
　
お
り
ふ
し

も
存
ぜ
ず
、
折
節
宿
致
し
候
へ

　
ー
－
軍
勇
L
琴
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孕
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畜
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冨
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、

名
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∂
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ゆ
姦
封
多
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彊
宏
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・

去
妻
少
氏
方
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亀
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菟
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ム
笑
去
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少
ケ
k
亀

　
侮
f
あ
勧
囲
’
訳
碁
孝
■
η
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倉

　
壌
爺
ム
玉
ず
月
　
　
鼻
入
ゐ
ね
邸

　
　
　
　
o
．
、
5
”
斗
．
惚
．
蓄

　
　
　
　
　
　
　
　
糊
鞘

　
　
　
　
螂
辮

　
　
　
　
査
響

　
　
　
　
壽

　
　
　
　
　
　
d
笈
、

　
　
　
　
　
　
！
づ
イ
孝

ど
も
、
以
来
は
急
度
相
慎
み
、

休
息
な
ど
に
て
も
致
さ
せ
ま
じ

　
事

右
の
通
り
厳
し
く
仰
せ
聞
か
さ

れ
承
知
致
し
候
。
そ
の
外
万
事

何
事
に
よ
ら
ず
村
方
の
定
め
以

来
き
っ
と
相
守
り
申
す
、
べ
く
候
。

万
一
違
背
仕
り
候
は
ば
、
そ
の

　
　
い
　
か
よ
う

節
は
如
何
様
に
仰
せ
付
け
ら
れ

候
と
も
少
し
も
申
し
分
こ
れ
な

く
、
親
類
組
合
の
者
加
判
一
札

　
　
　
　
　
　
く
た
ん

差
し
出
し
候
処
件
の
如
し
。

享
和
三
年
十
月

　
　
　
　
東
浦
田
村

　
　
　
　
　
本
人
た
　
ね
㊥

　
　
　
組
合
親
類
長
右
衛
門
⑭

　
　
　
同
断

　
　
　
同
断

　
　
　
同
断

東
浦
田
村

西
浦
田
村

北
浦
田
村

美徳奥

之次
助助郎
㊥㊥㊥

中
立
山
新
田
村

　
　
　
村
役
人
衆
中

　
た
ね
は
厳
し
く
灸
を
据
え
ら
れ
、

右
の
詫
び
証
文
を
入
れ
て
許
さ
れ

た
。
ま
た
捜
索
の
費
用
は
、
宝
暦

四
年
（
一
七
五
四
）
の
取
り
極
め

ど
お
り
、
四
か
村
の
共
同
負
担
と

す
る
こ
と
で
一
件
落
着
と
な
っ
た
。

ちょっといい話（2）

八坂村から
がフワ～リフワリ

県
船

野
風

長
4∂

冗、＞

〆
　　　◆悔

　　　　転　～甑　　 転

噛ンレ、

』』』｝⇔

軍動会のときみんなで上げた
んだよ。　（八坂保育園）

　
ず
っ
と
前
の
広
報
で
も
滋
賀
県

か
ら
飛
ん
で
来
た
”
風
船
”
に
つ

い
て
紹
介
し
ま
し
た
が
、
八
，
回
は

長
野
県
八
坂
村
か
ら
一
五
〇
キ
ロ

の
旅
を
し
て
来
た
”
風
船
”
を
紹

介
し
ま
す
．

　
こ
の
風
船
を
拾
わ
れ
た
の
は
、

五
十
子
平
部
落
の
涌
井
ダ
マ
キ
さ

ん
（
下
村
）
で
、
八
月
頃
、
田
ん

ぼ
の
稲
の
上
に
割
れ
て
落
ち
て
い

た
所
を
見
つ
け
た
の
だ
そ
う
で
す
。

紐
の
下
に
は
手
紙
が
つ
い
て
い
て
、

そ
れ
に
よ
る
と
、
長
野
県
北
安
曇

郡
八
坂
村
の
八
坂
保
育
園
の
園
児

が
飛
ば
し
た
風
船
と
わ
か
り
、
涌

井
さ
ん
は
、
早
速
風
船
を
拾
っ
た

事
を
手
紙
で
知
ら
せ
た
そ
う
で
す

　
　
そ
の
と
き
は
何
も
連
絡
が
な

　
　
風
船
の
骸
を
忘
れ
か
け
て
い

た
正
月
に
な
っ
て
保
育
園
の
先
生

か
ら
年
加
只
状
が
届
き
、
返
喉
が
遅

れ
た
お
詫
び
と
、
r
供
た
ち
が
大

変
喜
こ
ん
で
い
る
事
、
そ
れ
か
ら

後
で
園
児
た
ち
の
作
H
…
を
贈
る
卵

な
ど
が
書
い
て
あ
っ
た
そ
う
で
す
。

　
一
月
末
に
な
っ
て
ヂ
供
た
ち
の

作
品
や
、
運
動
会
の
時
に
風
船
を

飛
ば
す
時
の
写
真
、
八
坂
村
の
。
ハ

ン
フ
レ
ッ
ト
な
ど
が
人
っ
た
郵
便

が
届
き
、
涌
井
さ
ん
は
大
感
激
。

早
速
お
礼
の
電
話
を
か
け
た
そ
う

で
す
．

　
何
か
心
の
温
ま
る
話
で
す
ね
。

こ
れ
か
ら
も
交
流
が
出
来
る
と
い

い
と
思
い
ま
す
。

　
こ
の
風
船
を
拾
っ
た
涌
井
さ
ん
、

実
は
、
お
と
と
し
も
拾
っ
た
喉
が

あ
り
、
今
回
が
二
囲
目
な
ん
だ
そ

う
で
す
．
珍
ら
し
い
こ
と
で
す
ね
。

「
二
度
拾
っ
た
か
ら
何
と
か
も
う

一
度
拾
っ
て
み
た
い
で
す
ね
．
」
と

話
し
て
お
ら
れ
ま
し
た
が
、
皆
さ

ん
も
何
か
変
っ
た
出
来
胚
が
あ
り

ま
し
た
ら
、
ご
一
報
い
た
だ
き
た

い
と
思
い
ま
す
。
　
（
町
広
報
係
）

風
船
を
拾
っ
た
涌
井
さ
ん

歯
の
用
心

「
酉
●

　
、
∀
毛

ロ
メ
モ

タ
バ
コ
と
歯
」

　
ふ
だ
ん
の
生
活
習
慣
の
中
で
、

歯
が
悪
い
と
き
に
気
を
付
け
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
も
の
の
一
つ
に
お

酒
が
あ
り
ま
す
。
　
「
酒
は
百
薬
の

長
」
と
言
わ
れ
る
よ
う
に
、
ふ
だ

ん
な
ら
さ
ま
ざ
ま
な
効
用
が
あ
り

ま
す
。
し
か
し
、
こ
と
む
し
歯
に

樹
し
て
は
、
こ
う
は
い
か
な
い
よ

う
で
す
．
と
い
う
の
は
、
お
酒
を

飲
め
ば
血
圧
が
上
昇
し
休
温
も
上

が
り
ま
す
。
歯
の
中
の
血
管
は
ひ

ど
く
デ
リ
ケ
ー
ト
な
の
で
、
そ
う

な
る
と
す
ぐ
充
血
を
起
し
ま
す
。

血
管
と
神
経
は
絡
み
あ
っ
て
い
ま

す
か
ら
、
膨
張
し
た
血
管
は
神
経

を
圧
迫
し
、
む
し
歯
の
痛
み
は
益

々
激
し
く
な
る
と
い
う
わ
け
で
す
。

　
ま
た
、
急
性
の
化
膿
性
炎
症
が

あ
る
場
合
な
ど
、
状
態
を
増
悪
さ

せ
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
し
、
抜
歯

を
し
た
当
日
な
ど
は
、
　
一
度
止
ま

っ
た
血
を
再
度
出
や
す
く
す
る
こ

と
が
あ
り
ま
す
の
で
、
お
酒
は
控

え
て
欲
し
い
も
の
で
す
。

　
ま
た
、
　
「
タ
バ
コ
」
は
歯
に
よ

い
の
で
は
な
い
か
」
と
質
問
さ
れ

る
愛
煙
家
が
お
ら
れ
ま
す
。
つ
ま

り
、
ニ
コ
チ
ン
は
毒
な
く
ら
い
だ

か
ら
殺
菌
力
も
あ
る
は
ず
で
、
む

し
歯
の
菌
も
寄
り
付
か
な
い
の
で

は
な
い
か
と
い
う
の
で
す
。
し
か

し
残
念
な
が
ら
ニ
コ
チ
ン
と
む
し

歯
の
予
防
と
は
あ
ま
り
関
係
が
な

い
よ
う
で
す
。

　
ま
た
、
タ
バ
コ
の
ヤ
ニ
で
黄
色

く
染
ま
っ
た
歯
は
外
観
が
よ
く
あ

り
ま
せ
ん
し
、
色
を
落
と
そ
う
と

し
て
、
粒
子
の
粗
い
歯
磨
き
剤
を

使
用
し
ま
す
と
、
歯
を
磨
き
す
ぎ

る
場
合
が
あ
り
ま
す
の
で
気
を
つ

け
た
い
も
の
で
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヤ
．
－

δ手
　
＼

、

窃
）

纏
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児童手当

支給対象児童が変わります

　
児
童
手
当
は
現
在
、
第
二
子
（
昭

和
五
十
八
年
四
月
二
日
以
後
生
ま

れ
）
、
第
三
子
（
昭
和
五
十
三
年

四
月
二
日
以
後
生
ま
れ
）
の
児
童

を
養
育
し
て
い
る
方
に
支
給
さ
れ

て
い
ま
す
が
、
四
月
一
日
か
ら
は

第
二
子
、
第
三
子
と
も
に
、
昭
和

五
十
七
年
四
月
二
日
以
後
（
年
度

当
初
で
六
歳
未
満
の
児
童
を
養
育

し
て
い
る
方
に
、
支
給
さ
れ
ま
す

春の火災予防運動

4月1日～14日まで

「消えたかな！気になるあの火　もう一度」

　4月1日から春の火災予防運動が始まります。

　今まで1週間だった火災予防週間が、1日から14日まで

の2週間に延長されました。

　くれぐれも火災をおこさないよう注意しましょう。

　“火の用心、7つのポイント、必ず守ってください。

1、寝たばこやたばこの投げ捨てをしない。

2、子供は、マッチやライターで遊ばせない。

3、風の強い日は、たき火をしない。

4、天ぷらを揚げるときは、

　その場を離れない。

　　　　　　　　　　　　　　　　漁ゐ傷5、家のまわりに燃えやすい　　　　　　　　⊂⊃

辮☆ぢ｝：縄
い物を近づけない。

戸籍の窓
おめでた（出齢

かずや

和也ちゃん
つとむ

力ちゃん
か　な　こ

可奈子ちゃん
こうすけ

洗介ちゃん
たく　と

拓人ちゃん

村山末男さんの三男　（坪　野）

渡辺四郎さんの長男　　（東　山）

南雲　司さんの長女　（西之前）

志賀英一さんの長男　（松之山）

本山　優さんの二男　　（湯　本）

お《や》み　（魏亡》

高橋九思さん
高沢和子さん
相沢　ミハさん

小野塚與吉さん

高波　音松さん．

84歳（大荒戸）

56歳（湯本）

77歳（水梨）

64歳（藤倉）
75歳（松之山）

谷

隠居

金善

茂院

正音屋

※2月1日から29日までの届出分です。

まつのやま（翰

3月19日・20日実施

有効利用を待っている三省小学校

　
町
で
は
、
四
月
統
合
後
に
お
け

る
三
省
小
学
校
・
黒
倉
分
校
の
校

舎
の
有
効
利
用
を
検
討
中
で
す
が

そ
ん
な
中
で
ち
ょ
っ
と
し
た
き
っ

か
け
か
ら
、
三
省
校
を
使
っ
て
の

非
常
に
ユ
ニ
ー
ク
な
イ
ベ
ン
ト
が

出
現
し
ま
し
た
．

　
こ
の
企
画
は
、
廃
校
利
用
を
色

i
h
烈
纐
覇

色
な
人
た
ち
か
ら
考
え
て
も
ら
お

う
と
、
東
京
の
映
画
会
社
と
タ
イ

ア
ッ
プ
。
今
春
か
ら
全
国
に
封
切

ら
れ
る
ア
メ
リ
カ
映
画
「
赤
ち
ゃ

ん
は
ト
ッ
プ
レ
デ
ィ
ー
が
お
好
き
」

の
試
写
会
を
兼
ね
て
、
関
東
方
而

か
ら
キ
ャ
リ
ア
ウ
ー
マ
ン
三
十
名

租
を
招
待
。
地
元
の
方
々
と
の
交

流
と
学
校
を
知
っ
て
も
ら
い
、
廃

校
利
用
の
ア
イ
デ
ア
を
出
し
て
も

ら
お
う
と
い
う
も
の
で
す
。

　
こ
の
映
画
の
内
容
は
「
ニ
ュ
ー

ヨ
ー
ク
に
住
む
キ
ャ
リ
ア
ウ
ー
マ

ン
の
所
へ
、
あ
る
日
突
然
、
遺
産

と
し
て
女
の
子
が
舞
い
込
む
。
独

身
の
彼
女
は
仕
事
と
育
児
に
て
ん

て
こ
舞
い
の
毎
日
。
結
局
、
彼
女

は
仕
事
を
止
め
、
女
の
子
を
連
れ

て
松
之
山
の
よ
う
な
田
奔
に
移
り

住
ん
で
育
児
に
専
A
．
心
す
る
一
と
い

う
よ
う
な
も
の
で
す
。

　
三
月
十
九
H
・
二
十
H
の
土
・

日
に
行
わ
れ
る
イ
ベ
ン
ト
内
容
は
、

東
京
か
ら
映
画
関
係
者
、
キ
ャ
リ

ア
ゥ
ー
マ
ン
な
ど
約
百
名
近
い
方

が
二
時
頃
、
三
省
校
へ
到
着
。
映

醐
試
写
会
、
講
演
会
を
行
い
、
そ

の
後
、
地
、
兀
の
方
々
と
田
舎
。
ハ
ー

テ
ィ
な
ど
で
交
流
し
、
三
省
地
区

で
民
泊
し
て
も
ら
う
．

　
翌
日
は
再
び
学
校
に
集
合
し
、

色
々
な
コ
ン
テ
ス
ト
を
行
う
予
定
。

廃
校
利
用
ア
イ
デ
ア
コ
ン
テ
ス
ト

鞭’

編

全
国
の
キ
ャ
リ
ア
ウ
ー
マ
ン
集
ま
れ
～
！

．
　
三
省
小
学
校
で
ビ
ッ
ク
な
イ
ベ

ン
ト

や
、
映
画
に
出
て
来
る
赤
ち
ゃ
ん

に
ち
な
ん
で
、
地
元
の
赤
ち
ゃ
ん

に
協
力
を
お
願
い
し
て
の
“
オ
ム

ッ
替
え
コ
ン
テ
ス
ト
”
　
”
離
乳
食

コ
ン
テ
ス
ト
”
な
ど
な
ど
が
計
画

さ
れ
て
い
ま
す
．

　
地
．
兀
で
は
、
こ
の
イ
ベ
ン
ト
を

開
催
す
る
こ
と
に
よ
り
地
域
の
活

性
化
を
ね
ら
う
事
と
、
校
舎
利
用

の
希
望
者
が
出
て
く
れ
る
事
を
期

待
し
て
い
ま
す
．

　
封
切
り
前
の
映
画
を
無
料
で
見

れ
る
、
こ
ん
な
機
会
は
二
度
と
な

い
か
も
知
れ
ま
せ
ん
。
赤
ち
ゃ
ん

を
お
持
ち
の
お
奥
さ
ん
方
。
こ
れ

か
ら
仕
事
・
結
婚
・
云
ロ
児
に
頑
張

ろ
う
と
い
う
女
性
。
映
画
好
き
の

皆
さ
ん
、
三
月
十
九
二
一
十
日
は

三
省
校
へ
行
っ
て
み
て
く
だ
さ
い
．

　
詳
し
い
内
容
に
つ
い
て
は
、
町

公
民
館
竹
内
ま
で
。

　
　
　
す
　
　
　
T

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
T

　
　
　
ま

　
　
で
）
　
　
　
N

撫
奮

遠
通
お

　
N
T
T
で
は
、
二
月
＋
九
日

の
午
前
0
時
よ
り
「
遠
距
離
通

話
料
金
（
三
二
〇
㎞
以
上
）
」

及
び
「
離
島
通
話
料
金
」
を
値

下
げ
し
ま
し
た
の
で
、
ご
利
用

く
だ
さ
い
．

　
三
二
〇
㎞
を
超
え
る
地
域
は

北
は
秋
田
・
盛
岡
、
南
は
京
都

大
阪
以
遠
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
こ
れ
ら
遠
距
離
地
区
へ
通
話

す
る
場
合
、
従
来
、
昼
間
（
月

～
金
曜
午
前
八
時
～
午
後
七
時

四
・
五
秒
で
四
〇
〇
円
だ
っ
た

の
が
、
五
秒
で
三
六
〇
円
と
な

り
ま
す
。
夜
間
、
深
夜
料
金
も

一
秒
閲
当
り
の
単
価
が
値
下
げ

さ
れ
て
い
ま
す
．

　
ま
た
、
沖
縄
を
除
く
各
離
島

に
つ
い
て
も
同
様
に
値
下
げ
さ

れ
て
い
ま
す
の
で
、
ず
っ
と
電

話
が
か
け
や
す
く
な
り
ま
し
た
、

ご
利
用
く
だ
さ
い
。

ー
O
P
o
り
ー
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四
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以
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第
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第
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当
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の
児
童
を
養
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し
て
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る
方
に
、
支
給
さ
れ
ま
す

春の火災予防運動

4月1日～14日まで

「消えたかな！気になるあの火　もう一度」

　4月1日から春の火災予防運動が始まります。

　今まで1週間だった火災予防週間が、1日から14日まで

の2週間に延長されました。

　くれぐれも火災をおこさないよう注意しましょう。

　“火の用心、7つのポイント、必ず守ってください。

1、寝たばこやたばこの投げ捨てをしない。

2、子供は、マッチやライターで遊ばせない。

3、風の強い日は、たき火をしない。

4、天ぷらを揚げるときは、

　その場を離れない。
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い物を近づけない。
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おめでた（出齢
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つとむ
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か　な　こ

可奈子ちゃん
こうすけ

洗介ちゃん
たく　と

拓人ちゃん

村山末男さんの三男　（坪　野）

渡辺四郎さんの長男　　（東　山）

南雲　司さんの長女　（西之前）

志賀英一さんの長男　（松之山）
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高橋九思さん
高沢和子さん
相沢　ミハさん

小野塚與吉さん

高波　音松さん．

84歳（大荒戸）

56歳（湯本）

77歳（水梨）

64歳（藤倉）
75歳（松之山）

谷

隠居

金善

茂院

正音屋

※2月1日から29日までの届出分です。

まつのやま（翰

3月19日・20日実施

有効利用を待っている三省小学校

　
町
で
は
、
四
月
統
合
後
に
お
け

る
三
省
小
学
校
・
黒
倉
分
校
の
校

舎
の
有
効
利
用
を
検
討
中
で
す
が

そ
ん
な
中
で
ち
ょ
っ
と
し
た
き
っ

か
け
か
ら
、
三
省
校
を
使
っ
て
の

非
常
に
ユ
ニ
ー
ク
な
イ
ベ
ン
ト
が

出
現
し
ま
し
た
．

　
こ
の
企
画
は
、
廃
校
利
用
を
色

i
h
烈
纐
覇

色
な
人
た
ち
か
ら
考
え
て
も
ら
お

う
と
、
東
京
の
映
画
会
社
と
タ
イ

ア
ッ
プ
。
今
春
か
ら
全
国
に
封
切

ら
れ
る
ア
メ
リ
カ
映
画
「
赤
ち
ゃ

ん
は
ト
ッ
プ
レ
デ
ィ
ー
が
お
好
き
」

の
試
写
会
を
兼
ね
て
、
関
東
方
而

か
ら
キ
ャ
リ
ア
ウ
ー
マ
ン
三
十
名

租
を
招
待
。
地
元
の
方
々
と
の
交

流
と
学
校
を
知
っ
て
も
ら
い
、
廃

校
利
用
の
ア
イ
デ
ア
を
出
し
て
も

ら
お
う
と
い
う
も
の
で
す
。

　
こ
の
映
画
の
内
容
は
「
ニ
ュ
ー

ヨ
ー
ク
に
住
む
キ
ャ
リ
ア
ウ
ー
マ

ン
の
所
へ
、
あ
る
日
突
然
、
遺
産

と
し
て
女
の
子
が
舞
い
込
む
。
独

身
の
彼
女
は
仕
事
と
育
児
に
て
ん

て
こ
舞
い
の
毎
日
。
結
局
、
彼
女

は
仕
事
を
止
め
、
女
の
子
を
連
れ

て
松
之
山
の
よ
う
な
田
奔
に
移
り

住
ん
で
育
児
に
専
A
．
心
す
る
一
と
い

う
よ
う
な
も
の
で
す
。

　
三
月
十
九
H
・
二
十
H
の
土
・

日
に
行
わ
れ
る
イ
ベ
ン
ト
内
容
は
、

東
京
か
ら
映
画
関
係
者
、
キ
ャ
リ

ア
ゥ
ー
マ
ン
な
ど
約
百
名
近
い
方

が
二
時
頃
、
三
省
校
へ
到
着
。
映

醐
試
写
会
、
講
演
会
を
行
い
、
そ

の
後
、
地
、
兀
の
方
々
と
田
舎
。
ハ
ー

テ
ィ
な
ど
で
交
流
し
、
三
省
地
区

で
民
泊
し
て
も
ら
う
．

　
翌
日
は
再
び
学
校
に
集
合
し
、

色
々
な
コ
ン
テ
ス
ト
を
行
う
予
定
。

廃
校
利
用
ア
イ
デ
ア
コ
ン
テ
ス
ト

鞭’

編

全
国
の
キ
ャ
リ
ア
ウ
ー
マ
ン
集
ま
れ
～
！

．
　
三
省
小
学
校
で
ビ
ッ
ク
な
イ
ベ

ン
ト

や
、
映
画
に
出
て
来
る
赤
ち
ゃ
ん

に
ち
な
ん
で
、
地
元
の
赤
ち
ゃ
ん

に
協
力
を
お
願
い
し
て
の
“
オ
ム

ッ
替
え
コ
ン
テ
ス
ト
”
　
”
離
乳
食

コ
ン
テ
ス
ト
”
な
ど
な
ど
が
計
画

さ
れ
て
い
ま
す
．

　
地
．
兀
で
は
、
こ
の
イ
ベ
ン
ト
を

開
催
す
る
こ
と
に
よ
り
地
域
の
活

性
化
を
ね
ら
う
事
と
、
校
舎
利
用

の
希
望
者
が
出
て
く
れ
る
事
を
期

待
し
て
い
ま
す
．

　
封
切
り
前
の
映
画
を
無
料
で
見

れ
る
、
こ
ん
な
機
会
は
二
度
と
な

い
か
も
知
れ
ま
せ
ん
。
赤
ち
ゃ
ん

を
お
持
ち
の
お
奥
さ
ん
方
。
こ
れ

か
ら
仕
事
・
結
婚
・
云
ロ
児
に
頑
張

ろ
う
と
い
う
女
性
。
映
画
好
き
の

皆
さ
ん
、
三
月
十
九
二
一
十
日
は

三
省
校
へ
行
っ
て
み
て
く
だ
さ
い
．

　
詳
し
い
内
容
に
つ
い
て
は
、
町

公
民
館
竹
内
ま
で
。

　
　
　
す
　
　
　
T

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
T

　
　
　
ま

　
　
で
）
　
　
　
N

撫
奮

遠
通
お

　
N
T
T
で
は
、
二
月
＋
九
日

の
午
前
0
時
よ
り
「
遠
距
離
通

話
料
金
（
三
二
〇
㎞
以
上
）
」

及
び
「
離
島
通
話
料
金
」
を
値

下
げ
し
ま
し
た
の
で
、
ご
利
用

く
だ
さ
い
．

　
三
二
〇
㎞
を
超
え
る
地
域
は

北
は
秋
田
・
盛
岡
、
南
は
京
都

大
阪
以
遠
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
こ
れ
ら
遠
距
離
地
区
へ
通
話

す
る
場
合
、
従
来
、
昼
間
（
月

～
金
曜
午
前
八
時
～
午
後
七
時

四
・
五
秒
で
四
〇
〇
円
だ
っ
た

の
が
、
五
秒
で
三
六
〇
円
と
な

り
ま
す
。
夜
間
、
深
夜
料
金
も

一
秒
閲
当
り
の
単
価
が
値
下
げ

さ
れ
て
い
ま
す
．

　
ま
た
、
沖
縄
を
除
く
各
離
島

に
つ
い
て
も
同
様
に
値
下
げ
さ

れ
て
い
ま
す
の
で
、
ず
っ
と
電

話
が
か
け
や
す
く
な
り
ま
し
た
、

ご
利
用
く
だ
さ
い
。
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馨
　　　　　地区の人に見送られ最後の卒業生が

　　　　　学び舎を後にする、　　三省小学校

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　19884月号（晦1、6）

4月1日現在　□総人口4，080人（一51）　⊂］男1，996人（一27）　口女2，084人（一24）　口世帯数1，209戸（一9）

（　）内は3月1日との比較

広
報
ま
つ
の
や
ま
8
8
年
3
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か
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っ
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た
。業

シ
ー
ズ
ン
を
迎
え
新
し
い

ち
が
始
ま
っ
て
い
ま
す
。
卒

の
皆
さ
ん
、
頑
、
張
っ
て
く
だ

O

月
号
は
チ
供
た
ち
の
絵
が
い

い
。
四
月
か
ら
は
、
ピ
ッ
カ

カ
の
～
　
一
年
生
た
ち
で
す
。
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